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は じ め に

貝塚市 は大 阪府 の南部、泉州地域 にあって西 に大 阪湾、東 に和泉葛 城 山を望 む風光

明媚 な地 であ ります。

先人 によ って育 まれた文化遺産 は埋蔵文化 財 と して地 中 に残 されて い ます。 しか し

今 日の急速 な開発 によ り埋蔵文化財 は失 われっっ あ ります。 こうした先人 の生活 の痕

跡を記録 す ることによ り、 その歴史 を明 らか にす る一方 で、文化財 の保護 ・活用 を図

り、文化遺産 を未来 へ引 き継 いで い く必要が あ ります。本市 において は、 文化財 の調

査 ・研究、保 存をお こない、文化財行政 の充実 にっ とめて います。

平成14年 度 中 に実施 いた しま した緊急発掘調査 の結果 を報告 いた します。 市域 の歴

史、文化 を知 る うえで欠 かせない成果 を得 る ことがで きま した。

発掘調査な らびに本書 の作成 にあた り、多大 な ご指導、 ご協 力を賜 りま した関係各

位 に対 し、深 く感謝 申 し上 げます。今後 とも本市埋蔵文化財保護行 政 に対 す る一 層 の

ご理解 とご協力 をお願 いす る次第 であ ります。

平成15年3月31日

貝塚市教育委員会

教育長 山本 太三郎



例 言

1.本 書は貝塚市教育委員会が平成14年 度 に国庫補助金を受 けて実施 した、大阪府貝塚市域 にお

ける埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告 である。

なお、遺物整理の都合か ら平成13年 度調査 にっいて も一部掲載 して いる。

2.発 掘調査 は平成14年4月1日 より実施 し、平成15年3月31日 に終了 した。

調査担当者 は以下 のとお りである。

平成13年 度調査 旱浦 基、上野裕子

平成14年 度調査 三浦 基、上野裕子、木嶋崇晴

3.調 査 にあた っては、関係各位 より多大な理解 と協力を得 た。記 して感謝の意 を表す。

4.本 書の執筆 は文末 に示 したとお り各調査担当者が行い、編集 は木嶋が行 った。

5.・出土遺物、調査記録 は貝塚市教育委員会が保管 している。

凡 例

1.図6～17・18・20～22の 調査図面にっいては、調査地位置図 は縮尺1/5000、 方位 は座標北

を上に統一 している。 また、調査区位置図の方位 は磁北を示す。

2.本 書 で用いた標高は、東京湾平均海水面(T.P.)を 基準 とした。

3.本 書 の土色表示 は、農林水産省水産技術会議事務局監修 『新版 標準土 色帳』1990年 度版 を

用 いた。
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第1章 平成14年 発掘調査 の概要

平成14年 は埋蔵文化財発掘届出及び通知 の総件数は214件 、遺跡外試掘調査依頼は10件 である。平成13年 の届

出件数 と比較すると平成14年 の届出件数 はやや減少 している。

遺跡別にみると、加治 ・神前 ・畠中遺跡 における届出件数は32件 と他の遺跡 と比 して最 も多 く、個人住宅の他、

宅地造成 ・店舗に関わる開発 も多い。逆に海浜部の貝塚寺内町遺跡における届出件数は9件 であり、前年比16件

と住宅の建て替え等の開発が減少傾向にあるといえる。

届出 ・通知に関わる対応にっいて、確認調査は62件 、立会調査は25件 である。国庫補助対象 となる個人住宅の

建設に伴 う調査は12件 である。

遺跡発見にっいては、沢西遺跡を遺跡の範囲拡張、麻生中薬師堂遺跡は新規の遺跡発見として追加 した。

遺 跡 名 調査番号 遺跡略号 開 発 地

(¥/成13年 度)

1 加治 ・神 前 ・畠 中遺 跡 2001-56 KKH 力日宇申2-228-1、228-3～6

2 木 積 観 音 寺 跡 2001-62 KKD 木積1963-16

3 名 越 遺 跡 2001-65 NG 名is2‐i

4 加治 ・神前 ・畠中遺跡 2001-66 KKH 加神2-279-12

5 脇 浜 遺 跡 2001-67 WH 脇浜2-453-2、453-7、453-8、453-11、453-12

(平成14年 度)

6 地 蔵 堂 遺 跡 2002-1 GZZ 地蔵堂225

7 加治 ・神前 ・畠中遺跡 2002-2 KKH 加 神i‐iooの 一 部 、99-iの 一 部

8 沢 城 跡 2002-6 SJ 沢1281-3の 一 部

9 清 児 遺 跡 2002-7 SG 麻 生 中750-4、597-2

10 加治 ・神前 ・畠中遺跡 2002-15 KKH 石 才150-1の 一 部

i1 加治 ・神前 ・畠中遺跡 2002-16 KKH 畠 中1-204-8の 一 部 、204-10

12 加治 ・神前 ・畠中遺跡 2002-17 KKH 加 神1-140-1

13 三 ッ 松 北 垣 外 遺 跡 2002-19 MK 三 ッ松1023-6、1047-1の 一 部

14 沢 城 跡 2002-20 SJ 沢1273-1外5筆

15 石 才 遺 跡 2002-24 IS 鳥 羽94-7

16 地 蔵 堂 遺 跡 2002-27 GZZ 地蔵堂221-1

17 木 積 遺 跡 2002-31 KT 木 積2135-3の 一 部

18 脇 浜 遺 跡 2002-32 WH 脇 浜2-3-9の 一 部 、2-3-7の 一 部

19 小 瀬 五 所 山 遺 跡 2002-34 KGY 小瀬371-5、-6、376～378、380～383、 久保162-4

20 地 蔵 堂 丸 山 古 墳 2002-41 GMY 地蔵堂198

21 新 井 ノ 池 遺 跡 2002-47 NI 麻生中881-4

22 半 田 遺 跡 2002-49 HD 麻生中947

表1平 成14年 国庫補助事業一覧(平 成14年1月 ～12月)
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1.沢新 出遺跡2.沢 海 岸遺跡3沢 遺跡5.長 楽寺跡8.地 蔵堂廃寺9.下 新 出遺跡10.秦 廃 寺15.麻 生 中新

池遺跡16.河 池遺跡17.水 間寺遺跡18.木 積観音寺跡21橋 本遺跡22.貝 塚寺 内町遺跡23.加 治 ・神前 ・畠中遺 跡

24.明楽寺 跡25.沢 共 同墓地遺跡26.沢 西出遺跡28.沢 城跡29.新 井 ・鳥羽遺跡30.新 井 ノ池遺跡31.半 田

遺跡32.麻 生 中遺跡34澱 池遺跡35積 善寺城跡37.集 原池遺 跡38.高 井天 神廃 寺 ・高井城 跡39,森 城跡

40森B遺 跡41.森 ノ大 池遺跡42森A遺 跡43,ニ ツ池遺跡44.千 石堀城跡45.水 間墓地46.三 ケ 山城跡47.片 山墓地48.蛇

谷城跡51.窪 田遺跡 ・窪 田廃寺53.坊 城遺跡55.槍 ケ谷城跡56.半 田遺跡(清 児地 区)57.堤 遺 跡58.小 瀬

五所 山遺跡59.石 才遺跡60.王 子遺跡61.土 生遺跡66脇 浜遺跡67.今 池遺跡68.三 ケ山遺跡69,三 ケ

山西遺跡70,石 才南遺跡71.名 越遺跡72.地 蔵堂遺跡74.木 積遺跡75.新 井 。鳥羽北遺跡78.沢 西遺 跡79.

王子西遺跡80.津 田遺跡81.三 ケ山オニ谷遺跡83森 下代遺跡84.三 ツ松北垣外遺跡85.薬 師池西 遺跡86.麻

生 中出口遺跡87.小 瀬遺跡88堤 三宅遺跡89.沢 新開遺跡90.沢 タナ ジ リ遺跡91堀 新遺 跡92.橘 池遺 跡93.麻 生 中下代 遺

跡94堀 秋毛遺跡95.半 田北遺跡96.沢 老 ノ塚遺跡98馬 場遺跡100.鳥 の池西遺跡101.白 地 谷遺 跡102.津 田

北遺跡103.久 保遺跡108.水 間ニ ノ戸遺跡109.窪 田ハマデ遺跡110海 塚遺跡111脇 浜川端遺跡112.馬 場笹力遺跡113.橋

本野岸 ノ下遺跡114麻 生 中薬師堂遺跡

図1貝 塚 市 遺 跡 分 布 図(部 分 ・貝 塚 市 域 の み)
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図2 調査地位置図
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図3 調査地位置図
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図4調 査地位置図
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図5調 査地位置図
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第2章 調 査 結 果

1.脇 浜 遺 跡

本遺跡 は近木川右岸に位置する縄文時代か ら近世にかけての散布地、生産遺跡である。脇浜遺跡か らは多数の

漁撈具 とともに製塩土器が出土することか ら、海岸縁辺部という立地条件を活か して、製塩を行 っていたと考え

られる。

2001-67区 の 調 査(図6)

本 調 査 は、 脇 浜2-453-2、453-7、453-8、453-11、453-12に お いて 実 施 した。 調 査 は、 駐 車 場 予 定 部 分

に0.8m×1.1m(0.88㎡)の 調 査 区 を 設 定 して 行 った 。

調 査 区 の層 序 は、 第1層 が盛 土(層 厚0.2m)、 第2層 は盛 土(層 厚0.15m)、 第3層 は 耕 作 土(層 厚0.08m)、

0
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A'

2m

10m

2001-67区

1:盛 土

2:盛 土

3:耕 作土

4:灰 色砂質土

5:淡 黄灰色砂

1:暗 灰黄色2.5Y4/2盛 土(家 屋廃材を含む)

2:灰 黄色2.5Y7/2砂 質 シル ト(撹 乱)

3:黄 灰色2.5Y5/1砂 質 シル ト(撹 乱)

4:に ぶ い黄色2.5Y6/3砂(層 下部で粗砂のラ ミナがみられ る)

5:に ぶ い黄色2.5Y6/3砂 礫(2～3cm大 の礫 を多 く含む)

6:黄 褐色2.5Y5/3砂(5cm大 の礫を少量 含む)

図62001-67区 、2002-32区
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第4層 は灰色砂質土(旧 耕作土 ・層厚0.2m)、 第5層 は淡黄灰色砂(耕 作土混 じる ・層厚0.62m)で ある。 現

状地盤から1.35m掘 削 したが地山は確認できなかった。海岸段丘斜面部に位置 しているため、耕作土を運び入れ

て平坦面 とし、段々畑 としていることが考え られ る。遺構は検出できなかった。遺物 は第4層 から土師器、瓦器

が出土 している。開発地には遺物が出土 したが2次 的なものの可能性が高いと考えられる。

(三浦)

2002-32区 の 調 査(図6)

本調査は、脇浜2-3-9、2-3-7の 各一部において実施 した。調査は申請地東部において8㎡ の調査区を設定

して行 った。

調査区の層序は、1層 が暗灰黄色盛土(層 厚0.1m)、2層 は灰黄色砂質 シル ト(層 厚0.3～0.4m)、3層 は黄灰

色砂質 シル ト(層 厚0.3m)、4層 はにぶい黄色砂(層 厚0.6m)、5層 はにぶい黄色砂礫(層 厚0.1m)、6層 は黄

褐色砂(層 厚0.5m以 上)で ある。1層 では瓦や木材等の家屋廃材が多量に含まれる。2・3層 は撹乱であ り、

2層 より20cm大 の石や石臼が出土 している。4～6層 は砂堆積層であり、4層 の下部では粗砂のラ ミナがみ ら

れた。5層 では2～3cm大 の礫を多 く含み、6層 は5cm大 の礫を少量含んでいる。4～6層 の砂堆積層か らは

遺物は出土 していない。6層 以下にっいては、湧水により砂層が崩れるおそれがあるため、 これ以上の調査は断

念 した。

調査の結果、申請地は砂堆積層上に立地 しており、その上層において近 ・現代の撹乱 ・盛土が存在 し、石臼等

が出土 しているが、遺物包含層を確認することはできなかった。(木 嶋)

2.沢 城 跡

本遺跡は近木川左岸の中位段丘上、標高8～11mに 位置する。中世 ・戦国時代の集落跡 ・城跡 と推定されてい

る。沢城は紀州根来勢によ り畠中城 ・積善寺城とともに近木川流域に築かれた城である。沢城跡では中世の掘立

柱建物跡、耕地跡、溝等を検出 している。

2002-6区 の調 査(図7)

本調査 は、沢1281-3の 一部において実施 した。調査地の小字名 は 「ハ ント垣内」である。調査は申請地北部

において1.5m×5m(7.5㎡)の 調査区を設定 して行 った。

調査区の層序は、第1層 が現耕土、第2層 は褐灰色砂質土、第3層 は浅黄色粘質 シル ト～灰白色粘質 シル ト

(地山)で ある。

地山上面 において鋤溝、落込み遺構(SX-1)、 土坑(SX-2)を 検出 した。SX-2の 埋土は褐灰色砂質土

であり、第2層 よりも砂粒が粗い。SX-1は 、検出長2.5m以 上、深 さ0.5mで ある。埋土は上層より褐灰色砂質

土、黄灰色地山ブPッ ク混 じり砂質土(3～5cm大 の川原石を多数含む)、黄灰色地山ブロック混 じり砂質土で

ある。本遺構5・6層 は川原石や地山ブロックが多数混在 していることか ら人為的に埋 め戻されたと考えられる。

また遺物 は土師器皿、瓦器椀、瓦質甕等が出土 しており、埋没時期は14世 紀頃 と考え られる。

調査区北部において鋤溝を検出 したことか ら、中世の耕地跡であることが判 明 した。調査区の堆積状況か ら

SX-1埋 没後に耕地化されたものと考えられる。SX-1に っいては後 日、立会調査を行い、申請建物の基礎部

断面の観察 により約5～8mの 範囲で遺構が広が ることを確認 した。 しか し断片的な調査であったため、その性

格 については不明である。(木 嶋)

2002-20区 の 調 査(図7)

本調査 は、沢1273-1外5筆 において実施 した。調査地の小字名は 「垣外」、「ハ ント垣内」、「半戸垣外」であ

る。申請地の増築部分において調査区(6㎡)を 設定 して行 った。

調査区の層序は、第1層 が盛土(1層 ・層厚0.25m)、 第2層 は浅黄色盛土(2層 ・層厚0.15m)、 第3層 は灰
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2:浅 黄色7.5Y7/3盛 土(第2層)

3:撹 乱

4:に ぶい黄橙色10YR6/3砂 質土(SD-1)

5:褐 灰色10YR6/1粗 砂混 じり砂 質土(SD-1)

6:灰 黄褐色10YR5/2土 混 じり褐灰色10YR6/1砂 質土(SD-1)

7:灰 色5Y5/1礫 混 じり粗砂(SD-1)

8:灰 色7.5Y5/1砂 質土(第3層 ・旧耕土)

9:暗 灰黄色2.5Y5/2土 混 じり黄灰色2.5Y5/1粘 質土(第4層)

10:黄 灰色2.5Y5/1粗 砂混 じり粘質土(第5層)
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L=9.840m
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7

1:現 耕土(第1層)

2:褐 灰色10YR6/1砂 質土(第2層)

3:褐 灰色10YR6/1砂 質土(SX-2)

4:褐 灰色10YR5/1砂 質土(SX-1)

5
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にぶい黄色2.5Y6/3砂 礫混 じり灰 白色2.5Y7/1砂 質 シル ト(第6層 ・地山)

:黄灰色2.5Y5/1地 山ブロック混じり砂質土(川 原石を多数含む ・SX-1)

:黄灰色2.5Y6/1地 山ブロック混じり砂質土(SX-1)

浅黄色5Y7/4粘 質シルト～灰白色5Y8/2粘 質シル ト(第3層 ・地山)

図72002-6区 、2002-20区
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色砂質土(8層 ・層厚0.08m)、 第4層 は暗灰黄色土混 じり黄灰色粘質土(9層 ・層厚0.1m)、 第5層 は黄灰色

粗砂混 じり粘質土(10層 ・層厚0.05～0.1m)、 第6層 はにぶい黄色砂礫混 じり灰 白色砂質 シル ト(11層 ・地 山)

である。SD-1は 、調査区西端において検出した溝である。検出幅1.5m以 上、深 さ0,5mで ある。埋土は4層 が

にぶい黄橙色砂質土、5層 は褐灰色粗砂混 じり砂質土、6層 は灰黄褐色土混 じり褐灰色砂質土、7層 は灰色礫混

じり粗砂である。5・7層 か らは陶磁器、瓦が出土 している。

工事主体者によると、かって本申請地の周辺は小区画の耕地が広がり、それに伴 う水路が存在 していたようで

ある。水路 は本申請地を縦断 し、さらに北方向へ延長 されていたが、大正期に埋め戻 した という。SD-1か ら

出土 した陶磁器はいずれも近代のものであり、工事主体者の証言を裏付けるものである。

本申請地において計2層 の遺物包含層 を確認 した。遺物は染付碗、唐津焼碗の陶磁器片が出土 しているため、

これ らの層 は近世耕土層と考え られる。地山上面において遺構検出を行ったが、土地の削平等により遺構を確認

することはできなかった。東隣地での調査(2002-6区)に て検出した中世の遺物包含層や落込み遺構は、本申

請地では確認することができなかった。中世の遺物包含層は削平された可能性があり、落込み遺構 は前回調査で

確認 した規模を超えないものと考えられる。(木 嶋)

3.石 才 遺 跡

本遺跡 は近木川の右岸の中位段丘上、標高21～23n1に 位置する。本遺跡は周知の遺跡として、縄文時代、平安

時代～中世にかけての遺物散布地である。1981年 度の調査では中世の溝、柵列跡、平安時代の土坑を検出してい

る。

2002-24区 の調 査(図8)

本調査は、鳥羽94-7に おいて実施 した。調査は申請地の浄化槽部分において2m×3m(6㎡)の 調 査区を

設定 して行った。

調査区の層序 は、1層 が表土、2層 はオ リーブ黒色盛土、3層 はオ リーブ黄色盛土(礫 含む)、4層 は黄灰色

礫混 じり砂質土、5層 は灰黄色礫混 じり砂質土、6層 は灰色礫砂混 じり粘質土、7層 は灰色礫混 じり粘質 シル ト

(3cm大 の礫含む)、8層 は灰オ リーブ色礫混 じり粘質 シル ト、9層 は黄褐色粘質 シル ト(地 山)で ある。

本調査区からは北西方向へ大きく落込む、SX-1を 検出 した。SX-1の 埋土である6～8層 は3cm大 の礫

ハ

1:表 土

2:オ リー ブ黒 色7.5Y3/1盛 土A

議羅 総ll警哮
7:灰 色7.5Y5/1礫 混 じり粘質 シル ト(SX-1)

8:灰 オ リー ブ色7.5Y6/2礫 混 じり粘質 シル ト(SX-1)

9:黄 褐色2.SY5/3粘 質 シル ト(地 山)

5
6

7

8

i

z

A'

0

「

9

2m
I

図82002-24区
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を中心 とする粘質 シル ト層であり、7層 より瓦や染付碗、擂鉢 の陶磁器が出土 している。 これ らの遺物 は磨滅の

痕跡がみ られないことか ら、流水によって運ばれた ものではないと考え られる。 したがって、埋土を構成する礫

は流水 によって供給 されたものではな く、人為的に埋め戻 されたものと推測される。 本遺構の深 さは0.7mで あ

り、埋土 は粘質 シル ト層であることか ら滞水状態であったと考 えられる。規模は調査区外に広がるため不明であ

る。本遺構の性格については、おそらく貯水施設であろうか。 出土遺物により近世に埋没 したものと判断される。

調査の結果、近世 に埋没 したとみられる落込み遺構(SX-1)を 検出 したが、規模、性格につ いて明 らか に

することはできなかった。また4層 からは近代の陶磁器がまとまって出土 している。出土遺物は皿、小皿、碗等

の食器類、擂鉢、瓦である。食器類は重なった状態で出土 していることか ら一括 して廃棄されたものと考え られ

る。(木 嶋)

4.地 蔵 堂 遺 跡

本遺跡 は近木川左岸の中位段丘上、標高22～23mに 位置 し、 その範囲は前方後円墳である地蔵堂丸山古墳、平

安時代の寺院跡である地蔵堂廃寺を包括する。本遺跡では中 ・近世の耕地跡や祭祀的行為が行なわれたと考え ら

れる中世の素掘 り井戸等を検出している。また南接する王子遺跡は掘立柱建物跡や溝等の鎌倉時代の集落跡を検

出している。

2002-1区 の調 査(図9)

本調査 は、地蔵堂225に おいて実施 した。調査は申請地内東側 において1.5m×8m(12㎡)の 調査区を設定 し

て行 った。

調査区の層序は、第1層 が盛土(層 厚0.2m)、 第2層 は灰オ リーブ色 シル ト(層 厚0.1m)、 第3層 はにぶい黄

色地山ブロック混 じり黄灰色 シル ト(層 厚0.15m)、 第4層 は浅黄色 シル ト～砂質土(地 山)で ある。

第1・2層 はともに近 ・現代の盛土である。調査区東壁面において土坑(SK-1)を 検 出 した。土坑の埋 土

は灰黄色 シル トに地山ブロックが混入 し、土質に締 まりがないため、比較的新 しい時期のものと思われる。第3

層は細かい炭化物が混入する層であり、数点の瓦片が出土 している。瓦は破片のため時期を特定することはでき

ないが、堆積層序の観察 によりおそらく近世後半以降と考えられる。

本申請地 は平安時代に成立 した正福寺の北西にあた り、寺院関連、集落跡の遺構や遺物、特に瓦の出土が期待

される地域である。今回の調査では、土地の削平を受けており、遺構や遺物包含層は検出で きなかった。(木 嶋)

2002-27区 の 調 査(図9)

本調査 は、地蔵堂221-1に おいて実施 した。調査は申請地内において2ヵ 所の調査区(調 査区1:5.7m×1.6

m、 調査区2:2 .3m×1.Om、 計11.42㎡)を 設定 して行った。

調査区1の 層序は、第1層 が表土(層 厚0.05～0.1m)、 第2層 はにぶい黄橙色粘質土(層 厚0.1～0.15m)、 第

3層 は黄灰色土(層 厚0.1m)、 第4層 はにぶい黄色粘質土(層 厚0.08m)、 第5層 は明黄褐色粘質 シル ト～粘土

(地山)で ある。

第3層 は旧耕土、第2・4層 は整地層であり、層中より遺物 は出土 していない。地山上面で遺構検出を行ない、

素掘 り井戸を検出 した。井戸の規模は直径0.9m、 深さ2.5m以 上である。埋土は上層よりにぶい黄色粘質土(6

層:層 厚0.5m)、 にぶい黄橙色シル ト混 じり粘質土(7層:層 厚0.75m)、 にぶい黄褐色砂混 じり粘質 シル ト

(8層:層 厚0.45m)、 にぶい黄褐色砂混 じり粘質土(9層:0.9m以 上)で ある。 井戸の埋土7層 か ら瓦1点 、

陶磁器2点 が出土 している。

調査区2の 層序 は、第1層 が表土(層 厚0.2m)、 第2層 は明黄褐色粘質 シル ト～粘土(調 査区1の 第5層 と対

応する)で ある。遺構 ・遺物は確認することはできなか った。

調査の結果、申請地は土地の削平を受けており、遺物包含層 を確認することはできなか った。地山上面におい

て素掘 り井戸を検出 した。本調査地の南西側で平成5年 度の調査において中世の井戸を検出している。中世の井
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戸は素掘 りであり、径1.3m、 深さ約4mを 測る。井戸か らは瓦器椀、土師器小皿、羽釜、 瓦のほか桃 の種子が

出土 している。今回検出した井戸は底部を確認 していないため、井戸設置時期等にっいては不明であるが、井戸

の埋没時期 は出土遺物より近世以降と考えられる。(木 嶋)

5.清 児 遺 跡

本遺跡は近木川右岸の中位段丘上、標高32～38mに 位置する。近年、遺跡の南西部では宅地化が進む一方、遺

跡の北東部では耕地が広がる。これまでの調査より本遺跡やその南東部に位置する名越遺跡では、耕地跡や溝跡

等を検出 している。
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1:盛 土(第1層)

2:灰 オ リー ブ色5Y6/2シ ル ト(第2層)

3:に ぶ い黄色2.5Y6/4地 山 ブロ ック混 じり灰黄 色2.5Y6/2シ ル ト(SK-1)

4:に ぶ い黄色2.5Y6/4地 山ブ ロック混 じり黄灰 色2.5Y5/1シ ル ト(第3層)

5:浅 黄色2.5Y7/4シ ル ト～砂 質土(第4層 ・地 山)
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1:表 土(第1層)

2:に ぶい黄橙色10YR6/4粘 質土(第2層)

3:黄 灰色2.5Y5/1土(第3層)

4:に ぶい黄色2.5Y6/3粘 質土(第4層)

5:明 黄褐色10YR6/6粘 質シル ト～粘土(第5層 ・地山)

6:に ぶい黄色2.5Y6/4粘 質土(SE-1)

7:に ぶい黄橙色10YR6/3シ ル ト混 じり粘質土(SE-1)

8:に ぶい黄褐色10YR5/3砂 混じり粘質シル ト(SE-1)

9:に ぶい黄褐色10YR6/4砂 混 じり粘質土(SE-1)

10:表 土(第1層)

11:明 黄褐色10YR6/6粘 質 シル ト～粘土(第2層 ・地山)

図92002-1区 、2002-27区
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2002-7区 の 調査(図10)

本調査は、麻生中750-4、597-2に おいて実施 した。調査は申請地の浄化層部分にっいて調査区(5㎡)を 設

定 して行 った。

調査区の層序は、第1層 がコンク リー ト土間(層 厚0.1m)、 第2層 は盛土(層 厚0.5m)、 第3層 は暗灰色粗砂

混 じり粘質土(層 厚0.15m)、 第4層 は灰オ リーブ色粗砂混 じり粘質土(層 厚0.3m)、 第5層 は黄灰色粗砂混 じ

り粘土(層 厚0.2m)、 第6層 はにぶい黄色粘土(層 厚0.2m)、 第7層 は褐灰色粗砂混 じり粘質土(層 厚0.06m)、

第8層 はにぶい黄色砂(層 厚0,2m以 上)で ある。

第8層 は砂層堆積であり、湧水が著 しく砂層が崩れるおそれがあり、8層 以下の確認はできなかったが、河川

堆積層の可能性がある。第7層 は土壌化層であり、河川埋没後、一時地表面化 していたものと考えられる。第7

層上 ・下面で遺構検 出を行 ったが、遺構 ・遺物は確認できなか った。第5・6層 は多量の粗砂が混入する粘土層

であり、流水が度々流れ込んでいたと思われる。第4層 は粘土ブロックや小礫が混在 しているため、人為的に埋

め戻 された層 と考え られる。第3層 は旧耕土であり、土質か ら近 ・現代のものであろう。

調査の結果、大池の北西にあたる本申請地は、河川埋没後 は湿地であったことが確認され、近代に至 り耕地化

したと考え られる。(木 嶋)

1:コ ンクリート土間(第1層)

2二盛土(第2層)

3:暗 灰色N3/0粗 砂混じり粘質土(第3層)

4:灰 オリーブ色5Y5/2粗 砂混じり粘質土(第4層)

5:黄 灰色2.5Y5/1粗 砂混じり粘土(第5層)

6:に ぶい黄色2.5Y6/4粘 土(第6層)

7:褐 灰色10YR4/1粗 砂混じり粘質土(第7層)

8:に ぶい黄色2.SY6/3砂(第8層)

図102002-7区

6.名 越 遺 跡

本遺跡は近木川右岸の中位段丘上、標高32～38mに 位置する。周知の遺跡 として中世の散布地 に推定されてお

り、 これまでの調査 より耕地跡や溝跡等を検出している。本遺跡の西には名越西遺跡が所在 し、古墳時代前期の

溝を検出 したほか、弥生時代中期以降の土器が出土 している。

2001-65区 の調 査(図11)

本調査は、名越192-1に おいて実施 した。調査は申請地内南側に1.5×4.6mの 調査区を設定 して行 った。調査

区の堆積層は、第1層 が盛土(層 厚約0.5m)、 第2層 は黄灰色砂質土(層 厚0.15～0.2m)、 第3層 は暗青灰色粘

質土～シル ト(層 厚約0.15m)で ある。地山は青灰色～黄色細砂～中砂で現状地盤より0.8～0,85mで 検出 した。

地山の細砂～中砂層は湧水層で、流路堆積 と考え られる。周辺の調査においても流路堆積を確認 しており、一
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1:盛 土(第1層)

2:黄 灰色2.5Y5/1砂 質土(第2層)

・ml:驪 嬲 緇 鄒 論 糊
第、層)

図112001-65区

帯 に南西から北東にかけて埋没河川があったのだろう。第3層 は人為的に堆積 したものではなく、流路埋没後の

自然堆積層であ り、第2層 は上面に畦が確認されているため、耕作土である。上面は隣地の耕作土 とほぼ同じ高

さであ り、近代～現代のものと考えられる。

以上のことか ら、調査地は埋没河川の影響を受けて開発 されていなかったが、河川の流れが変わり、安定 した

土地を得 ることができたため、近代から耕作が行われるようになったものと思われる。(上 野)

7.三 ツ松北 垣 外 遺 跡

本遺跡 は、近木川左岸の中位段丘上、標高55～57mに 位置す る。周知の遺跡 として、中世の集落跡と推定 され

る。この三 ッ松地域 は永寿池をはじめとする大小の灌漑用水が設けられている。近年、本遺跡の南 においては宅

地化が進んでお り、 また南東側に位置する三 ケ山西遺跡か らは中世の耕地跡や遺物包含層を確認 している。

2002-19区 の 調 査(図12)

本調査 は、三 ツ松1023-6、1047-1の 一部において実施 した。調査は浄化槽部分において調査区(10.8㎡)を

設定 して行 った。

調査区の層序 は、1層 がにぶい黄褐色盛土(層 厚0.05m)、2層 は灰色盛土(層 厚0.05m)、3層 は黄灰色盛土

(層厚0.25m)、4層 は灰色灰 ・炭化物混 じり土(層 厚0.2m)、5層 は明黄褐色粘土ブロック(層 厚0.1m)、6層

は灰黄色砂礫混 じり粘質土(層 厚0.18m)、7層 は暗灰黄色砂礫混 じり粘質土(層 厚02～0.4m)、8層 は黄灰色

砂礫混 じり粘質土(層 厚0.1～0.2m)、9層 は黒褐色礫混 じり粘質土(有 機物層 ・層厚0,3m)、10層 はにぶい黄色

砂礫(地 山)で ある。

1～5層 は盛土および廃土であり、特に4層 には灰 ・炭化物が多量に混在する。6層 は耕土層 と考えられる。

この6層 か らは土師器片1点 が出土 したため調査区を拡張 したが、6層 は削平を受けており、遺構、遺物 を確認

することはできなかった。7～9層 より遺物 は出土 しておらず、堆積時期は不明である。9層 は有機物層であり、

層中より木の根を検出した。10層 は地山であり、5～10cmの 礫が多量に含まれていた。

調査の結果、中 ・近世の耕土と考えられる6層 を検出したが、砂礫が多 く混入す ることか ら二次堆積の可能

性 も考え られる。(木 嶋)
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1:に ぶい黄褐色10YR5/3盛 土

2:灰 色7.5Y5/1盛 土

3:黄 灰色2.5Y4/1盛 土

4:灰 色N5/0灰 ・炭化物 混 じり土

5:明 黄褐色2.5Y7/6粘 土 ブロ ック

6:灰 黄色2.5Y6/2砂 礫混 じり粘質土

7:暗 灰黄色2.5Y5/2砂 礫混 じり粘質土

8:黄 灰色2.5Y4/1砂 礫混 じり粘質土

9:黒 褐色10YR3/1礫 混 じり粘質土,

10:に ぶい黄色2.5Y6/3砂 礫(地 山)

図122002-19C

8.木 積 遺 跡

本遺跡 は標高約80mに 位置 し、周知の遺跡として中世の散布地に推定されている。 これまでの調査より中世の

耕地跡に伴 う鋤溝、溝を検出 している。

2002-31区 の 調 査(図13)

本 調 査 は、 木X2135-3の 一 部 にお いて 実 施 した 。 調 査 は浄 化 槽 部 分 で4.05㎡ の調 査 区 を設 定 して行 った 。

調 査 区 の層 序 は 、1層 は盛 土(層 厚0.6m)、2層 は 暗 灰 色 盛 土(層 厚0.12m)、3層 は オ リー ブ黒 色 盛 土(層

厚0.06m)、4層 は灰 色 土 、(層 厚0.15～0.2m)、5層 は オ リー ブ黄 色 砂 混 じり粘 質 土(層 厚0.05m)、6層 は灰 色

1:盛 土

2:暗 灰色N3/0盛 土

3:オ リーブ黒色7.5Y3/1盛 土

4:灰 色7.5Y4/1土(旧 耕土)、

5:オ リーブ黄色5Y6/3砂 混 じり粘質土

6:灰 色10Y6/1粗 砂混 じり枯質土(遺 物包含層)

7:褐 灰色10YR5/1粗 砂混 じり粘質土(遺 物包含層)

8:に ぶい黄色2.5Y6/4粘 質土

9:灰 色7.5Y5/1粗 砂混じり粘土(遺 物包含層)

10:灰 色10Y5/1粗 砂 ・小礫混じり粘土

11:灰 色7.5Y6/1粗 砂

12:灰 色10Y5/1粗 砂混 じり粘土

13:灰 色5Y4/1細 砂混 じり粘質シル ト

図132002-31区
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色粗砂混 じり粘質土(層 厚0.2～0.25m)、7層 は褐灰色粗砂混 じり粘質土(層 厚0.15～0.3m)、8層 はにぶい黄

色粘質土(層 厚0.05m)、9層 は灰色粗砂混 じり粘土(層 厚0.2m)、10層 は灰色粗砂 ・小礫混 じり粘土(層 厚0.2

m)、11層 は灰色粗砂(層 厚0。14m)、12層 は灰色粗砂混 じり粘土(層 厚0 .15m)、13層 は灰色細砂混 じり粘質 シ

ル ト(層 厚0.3m以 上)で ある。6・7・9層 は遺物包含層であり、土師器、瓦器の各小片が出土 している。6

層にはオ リーブ黄色粘土ブロックが混 じることから中世の耕土層 と考え られる。9～13層 は谷地形に堆積 した粘

土～粘質土層であり、特に10・11層 は粗砂 ・小礫を多 く含む。13層 以下の調査については湧水のため確認するこ

とができなかった。調査の結果、谷地形 は水成堆積 により中世には埋没 していたと考え られ、その後 は耕地 とし

て利用されていた。(木 嶋)

9.木 積 観 音 寺 跡

本遺跡 は、近木川北岸の中位段丘上、標高約86mに 位置する。周知の遺跡 として平安時代～中世の寺院跡 と推

定される。本遺跡包蔵地内には俗に釘無堂 とも呼ばれる国宝の観音堂が所在する。平成4年 度の調査において中 ・

近世の遺構を検出している。特に寺院の建物や区画に関係 したと推測される溝を検出 している。

2001-62区 の 調 査(図14)

本調査 は、木積1963-16に おいて実施 した。調査は申請地内西側の浄化槽設置部分 に3×1.5mの 調査 区を設

定 して行 った。

調査区東半部は建物基礎等によって撹乱されており、西半部において土層確認を行った。調査区には現代盛土

(第1層 、層厚0.8～0.95m)の 下 に4層 堆積 している。上層から茶褐色土(第2層 、層厚0.05～0.2m)、 暗紫灰

色砂礫混土(第3層 、層厚0.1m)、 灰色砂質土(第4層 、層厚0.1m)が 堆積 している。 これ らの層か ら遺物 は

出土 していないが、周辺の調査例等から第2層 が近世、第3～4層 は中世の耕作に伴う層と考えられる。

第4層 の下では落ち込みを検出 した。東側に広が り、検出幅0.75m、 深さ0.1mを 測 る。埋土は淡灰色土であ

る。撹乱 に切 られているため、溝等の遺構になるのか、耕作層であるのかは不明である。出土遺物 はなく堆積時

期は不明だが、周辺の調査例や上層 との関係から中世と考えられる。地山は灰白色 シル トで、現状地盤 か ら約

1.2mで 検出 した。(上 野)

L 道

路

廉甌 コユ

調査区

010m
一

1:現 代盛土(第1層)

2:茶 褐色土(第2層)

3:暗 紫灰色砂礫混土(第3層)

4:灰 色砂質土(第4層)

5:淡 灰色土(落 ち込み)

6:灰 白色 シル ト(地 山)

2m
I

図142001-62区
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10.新 井 ノ池 遺跡

本遺跡は、近木川右岸の中位段丘上、標高約28mに 位置 し、周知の遺跡として弥生時代か ら古墳時代、中世 に

かけてめ散布地、集落跡 と推定される。 これまでの調査により平安時代の掘立柱建物跡や中 ・近世の耕地跡に伴

う鋤溝、溝等を検出している。

2002-47区 の 調査(図15図 版1)

本調査は、麻生中881-4に おいて実施 した。調査は申請地内に2ヶ 所の調査区(調 査区1:4.25㎡ 、調査区2:

2.4㎡)を 設定 して行 った。

調査区1の 層序は、1層 が盛土(層 厚0.3m)、2層 は旧耕土(層 厚0.1m)、3・4層 は撹乱(層 厚0,25m)、5

層は灰白色砂質 シル ト(層 厚0.08m)、6層 はにぶい黄色土混 じり黄灰色粘質土(細 かいマ ンガン斑含 む ・層厚

0.2m)、7層 は明黄褐色土ブロック混 じり灰白色粘質土(層 厚0,06m)、8層 は灰白色粘質 シル ト(層 厚0.05m)、

9層 は黄灰色粘質土(層 厚O.lm)、10層 は灰色砂質土(層 厚0.08m)、11層 は黄灰色粘質土(層 厚11:)、12層

は黄灰色微砂混 じり砂質 シル ト(層 厚0.06m)、13層 はにぶい黄橙色粘質 シル ト(地 山)で ある。

調査区2の 層序は、1～2層 が盛土 ・撹乱(層 厚0.5～0.65m)、14層 は灰白色砂質シル ト(層 厚0.5m)、15層

はにぶい黄色粘質土(層 厚0.08m)、16層 はにぶい黄色土混 じり灰色粘質土(層 厚0.28m)、17層 はにぶい黄色土

混 じり黄灰色粘質土(層 厚0.lm)、18層 は黄灰色粘質土(層 厚0.15m)、19層 は黄灰色粘質 シル ト(層 厚0.1m)、

20層 は黄灰色粘質土(層 厚0.05m)、21層 はにぶい黄橙色粘質 シル ト(地 山)で ある。

5～7層 、15・17層 は中 ・近世の耕土層 と考え られ、5層 と15層 、6層 と17層がそれぞれ対応する。9・11、

18・20層 は土質の締まった粘質土であり、マ ンガン斑を多 く含むことか ら中世の耕土層 と考え られる。6・7・

9・11層 からは土師器、瓦器の各小破片が出土 している。遺構検出は8層 上面(第1面)、 地山上面(第2面)

で行い、第1面 では平行する2条 の鋤溝(8層 対応)、 第2面 で はほぼ直交す るSD-1(10層 対応)・SD-2

(12層対応)を 検出 した。SD-1は 調査区壁の断面観察により11層 上面 より掘 り込まれており、土師器の細片が

出土 している。

調査区2の 遺構検出は17層 上面(第1面)、20層 上面(第2面)で 行 った。第1面 では調査区1で 検 出 した鋤

溝と対応す ると推測 したSD-3(16層 対応)を 検出したが、断面観察により深さ0.251nの 溝 と判明 し、調査区

1の 鋤溝とは対応 しない。第2面 では調査区1のSD-1に 対応する溝を検出した。調査区2よ り検出 した遺構

からは遺物 は出土 していない。

申請地北側の道路は小栗街道(熊 野古道)と 想定されており、近 くには半田一里塚が残 されている。検出した

鋤溝やSD-1は 、 この街道と平行する一方、SD-2は 直交 してお り、SD-2か らSD-1囚 至 る時期 において

土地の区画が変更された可能性が考えられる。(木 嶋)

11.半 田遺 跡

本遺跡は、近木川右岸の中位段丘上、標高約28mに 位置 し、周知の遺跡として中世の集落跡と推定 される。本

遺跡の西には寺院跡 と推定される秦廃寺跡があり、白鳳期の瓦が多数出土 している。また遺跡範囲内を熊野街道

が縦貫 してお り、古代から中 ・近世に至る重要な交通路として発展 してきた。 これまでの調査により中 ・近世の

耕地跡に伴 う鋤溝、溝等を検出している。

2002-49区 の 調 査(図15図 版1)

本 調 査 は 、 麻 生 中947に お い て実 施 した。 調 査 は申 請 地 内 に お いて 調 査 区 を2ケ 所(計9.75㎡)を 設定 して行 っ

た 。

調 査 区1の 層 序 は、 第1層 が現 耕 土(1層:層 厚0.05～0,2m)、 第2層 は 旧耕 土(2層:層 厚0.1m)、 第3層

は橙 色 粘 質 土(3層 ・層 厚0.05m)、 第4層 は灰 白色 シル ト(4層:層 厚0,08m)、 第5層 は にぶ い 黄 橙 色 土 混 じ

り灰 白色 シ ル ト(7層:層 厚0.08m)、 第6層 は褐 灰 色 砂 質 シ ル ト(8層:層 厚0.1:)、 地 山 は 浅 黄 色 シル ト
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図152002-47区 、2002-49区
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(10層)で あ る。 第4～6層 で は マ ン ガ ン斑 が み られ 、

特 に第6層 に 多 くみ られ た。 第4・5層 よ り土 師器 、 須

恵 器 の 各 破 片 が 出 土 して い る。 第6層 上 面 に お い て 東 西

方 向 のSD-1を 検 出 した。 規 模 は検 出長1.7n1以 上 、 幅

0.3m、 深 さ0.12m、 埋 土 は灰 白 色 シ ル トで あ る。 西 壁

断面 の 観 察 に よ りSD-1は 第4層 よ り掘 り込 ま れ て い

る こ と を確 認 し、 遺 物 は土 師 器 片 が3点 出土 して い る。

地 山 上 面 よ り土坑 を3基 検 出 した 。 いず れ も直 径 ・深 さ

と もに0.1mL,t下 で あ り、 埋 土 は 灰 白 色 シル トで あ る 。

土 坑 の 性 格 に っ い て は不 明 で あ る。

調 査 区2の 層序 は、 第1～3層 は現 耕 土 、 旧 耕 土 で あ

り、14層 は灰 白 色 砂 質 シル ト(層 厚0.15m)で あ る 。14

層 上 面 に お いて 土 坑 、 流 路 を 検 出 し た 。 土 坑 は 直 径0.5

m、 深 さ0.08mで あ り、 土 師 器 片 が1点 出 土 して い る 。

SD-2は 東 西 方 向 の流 路 で あ り、 幅2m、 深 さ0.26

図162002-49区 出 土 遺物

mで ある。出土遺物は、須恵器坏蓋(図16-1)、 土師器杯(図16-2)、 内面に放射状暗文が観察される土師器

杯(図16-3)、 土師質の蛸壺(図16-4)の ほか、7世 紀後半～8世 紀にかけての土師器、須恵器が多 く出土

している。また流路上層において多量のマンガ ン斑を確認 している。地山上面においてSD-3を 検出 し、埋土

は褐灰色10YR6/1砂 質 シル トであり、須恵器片が1点 出土 している。

8層 と14層 は土質が類似することか ら両層 は対応関係(第6層)に あると考え られるが、マンガン斑の含有量

に差がみられる。調査区1・2の 第3層 は床土層であることか ら、申請地の南側は後世に土地の削ヰを受けてい

ると考えられる。SD-2の 埋没時期 は出土遺物により8世 紀頃 と考え られる。申請地の北西方向 には秦廃寺跡

が所在す ることか ら、7～8世 紀にかけて大規模な開発が行われたのであろう。第5層 以後は耕地として営まれ

ている。(木 嶋)

12.加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡

本遺跡は近木川右岸の中位段丘上、標高11～20mに 位置する。 これまでの調査で、弥生時代の井戸跡、古墳時

代前期の掘立柱建物跡、古墳時代後期の竪穴住居跡、古代の掘立柱建物跡、竪穴住居跡、井戸跡、溝跡等を検出

しており、古代においては集落跡 もしくは公的施設が存在 した可能性がある。、ま赦平成12年 度の調査において平

安時代の瓦窯跡を10基検出 しており、生産施設の存在 していたことが明 らかとなった。

2001-56区 の 調 査(図17)

本調査は、加神2-228-1、228-3、228-4、228-5、228-6に おいて実施 した。調査は2ヵ 所(計825㎡)

の調査区を設定 して行 った。

第1区 の地層の状況は、1層 が盛土(層 厚0.54m)、2層 は耕作土(層 厚0.18m)、3層 は暗灰黄色土(層 厚

0.18m)、4層 は黄灰色砂混 じり暗灰黄色土(層 厚0.12m)、5層 は黒褐色粘土(層 厚0.54m)で 地山は黒褐色粗

砂混 じり土(7層)で ある。

第2区 は1層 が盛土(層 厚0.58m)、2層 は耕作土(層 厚0.3m)、5層 は黒褐色粘土(層 厚0,43m)、6層 は暗

灰黄色礫砂(層 厚028m)、 で地山は第1区 と同様、黒褐色粗砂混 じり土(7層)で ある。

第2区 の6層 は層の状況か ら撹乱を受けている。出土遺勅は第1区 、4層 から土師器片、5層 からは土師器細

片が出土 している。4層 は出土遺物か ら中世に位置づけられる遺物包含層である。5層 は周辺の調査例から判断

して大溝もしくは流路の埋土である可能性が高い。5層 の時期 は出土 した土師器細片か ら判断することは難 しい

が、周辺調査例 とあわせて考えると奈良時代～平安時代の時期 と推定される。(三 浦)
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1:盛 土

2:耕 作 土

3:暗 灰 黄色2.5Y5/2土

4:黄 灰色2.5Y6/1砂 混 じり暗灰黄色2.5Y5/2土

5:黒 褐色2.5Y3/1粘 土

6:暗 灰黄色2.5Y5/2礫 砂

7:黒 褐色2.5Y3/1粗 砂混 じり土(地 山)

1:灰 黄褐色10YR5/2土

2:褐 灰色10YR5/1土

3:暗 灰黄色2.5Y5/2土

4:黒 褐色2.5Y3/1土

5:黄 褐色2.5Y5/3礫
.6:灰 黄色2 ,5Y6/2粘 質 シル ト

7:灰 色5Y5/1粘 質 シル ト

8:に ぶ い黄色2.5Y6/3礫

図172001-56区 、2001-66区 、2002-2区
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2001-66区 の調 査(図17)

本調査は、加神2-279-12に おいて実施 した。調査 は開発地内の北西部 に調査区(5.4㎡)を 設定 して行 っ

た。

調査区には層厚0.95mの 現代盛土の下に暗青灰色粘質土～ シル ト(第2層)が 堆積 している。 これは人為 的な

堆積 とは考えられず、自然流路である。申請地南東の下水管引き込みに伴 う掘削区にも堆積が認められるため、

流路 は南東か ら北西に流れていたと考え られる。調査区北西では第2層 は堆積せず、盛土直下で地山の淡黄色粗

砂層を検出 した。遺構、遺物は確認できなかった。

このことにより、調査区では南東か ら北西に流れる流路の影響で、古 くか らの開発は行われていなか ったと考

えられる。(上 野)

2002-2区 の調 査(図17)

本調査 は、加神1-100、99-1の 各一部において実施 した。調査は申請地西側において2m×4m(8㎡)の

調査区を設定 して行 った。

調査区の層序 は、第1層 が灰黄褐色土(層 厚0.25m)、 第2層 は褐灰色土(層 厚0.4m)、 第3層 は暗灰黄色土

(層厚0.25m)、 第4層 は黒褐色土(層 厚0.2m)、 第5層 は黄褐色礫(層 厚0.2m)、 第6層 は灰黄色粘質 シル ト

(層厚0.15m)、 第7層 は灰色粘質 シル ト(層 厚0.2m)、 第8層 はにぶい黄色礫である。第1層 か ら第3層 は旧耕

土であり、第3層 は旧耕土と第4層 が混在 し、小礫を多量に含む。第4層 はコークス ・灰 ・礫などが多量に認め

られる近 ・現代の廃土層である。第5層 は建物基礎部 の敷石 と考え られ、第6層 を掘 り下げて拳大の礫を敷き詰

めている。第6層 からは遺物は出土 していないが、周辺の調査例 によりおそらく中 ・近世の耕土の可能性がある。

第7層 は地下水の影響を受けてグライ化 しており、遺物は出土 していない。第8層 は砂礫層であるが、湧水が顕

著なため地山か旧河川堆積かの判断はできなか った。

調査の結果、中 ・近世の耕土層 と考え られる第6層 を調査区壁面で検出したが、近 ・現代において土地の削平

を受けてお り、遺構を検出することはできなか った。(木 嶋)

2002-15区 の調 査(図18)

本調査 は、石才150-1の 一部において実施 した。調査は2ヵ 所(計7.59㎡)の 調査区を設定 して行った。

第1区 の地層の状況は、盛土(層 厚0.44～0.5m)、 耕作土(第1層 、層厚0.2m)、 黄褐色土(第2層 、層厚0.2

～0 .3m)、 黄褐色粘質土(第3層 、層厚0.2～0.3m)で その下は地山(第4層 、明黄褐色粘土)で ある。

第3層 は遺物包含層であり、瓦器が出土 している。遺構は溝1条 を検出しており、溝の方向は南東一北西方向

で検出長1.5m、 幅2m以 上、深 さ1.1mで ある。埋土 は3層 に分 けられる。第5層 は第3層 、黄色粘土 ブロック

混 じりの埋 め戻 し土である。遺物は瓦器、瓦が出土 してお り、中世の遺物のみが出土 している。第6層 は灰白粘

土、第7層 は黄灰色砂でともに遺物は出土 していない。本溝の時期は、溝の埋土(第6層 、第7層)か ら遺物が

出土 していないため、埋め戻 し土(第5層)の 出土遺物か ら判断すると中世以前に掘削された可能性が高い。

第2区 の地層の状況は、耕作土(第1層 、層厚0.15m)、 黄褐色土(第2層 、層厚0.2m)、 黄褐色粘質土(第

3層 、層厚0.2m)で その下は地山(第4層 、明黄褐色粘土)で 第1区 と同 じ状況である。第3層 は遺物包含層

であり、瓦器が出土 している。遺構は鋤溝1条 、柱穴1基 を検出 した。鋤溝は南西一北東方向で第3層 を埋土と

しており中世の鋤溝 と考え られる。柱穴は暗灰黄色土の埋土で遺物は出土 していない。柱穴の時期は、埋土の状

況か ら中世 と考えられる。

調査の結果、中世の溝、鋤溝、柱穴を検 出した。また、中世の遺物包含層が存在する事が明 らかとなった。

(三浦)

2002-16区 の調 査(図18)

本調査 は、畠中1-204-8の 一部、204-10に おいて実施 した。調査地の小字名は 「三郎五郎」である。調査 は
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1:耕 作土

2:黄 褐色2.5Y5/4土

3:黄 褐色2.5Y5/3粘 質土

4:明 黄褐色2.5Y6/6粘 土

5:黄 色粘土 ブロ ック混 じり黄褐色2.5Y5/3粘 質土

6:灰 白色2.5Y7/1粘 土

7:黄 灰色2.5Y6/1砂

1;表 土 ・バ ラス

2:灰 色N5/0土

3;灰 自色7.5Y7/1砂 質土

4:灰 白色2.5Y7/1砂 質土混 じり灰黄色2.5Y6/2砂 質土

5:灰 色2.5Y7/1砂 質 シル ト混 じり10YR6/2灰 黄褐色粘質 シル ト

6:に ぶい黄色2.5Y6/3粘 質土混 じり灰色5Y7/1砂 質 シル ト

7:に ぶい黄色2.5Y6/3粘 質土

8:黄 灰色2.5Y5/1粘 質土

9:オ リーブ黄色5Y6/3粘 質 シル ト(地 山)

図182002-15区 、2002-16区
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申請建物に伴う浄化槽部分 において調査区(6,2㎡)を 設定 して行 った。

調査区の層序は、第1層 は表土 ・バラス層、第2層 は灰色土(旧 耕土)、 第3層 は灰白色砂質土、 第4層 は灰

白色砂質土混 じり灰黄色砂質土、第5層 は灰色砂質 シル ト混 じり灰黄褐色粘質 シル ト、第6層 はにぶい黄色粘質

土混 じり灰色砂質 シル ト、第7層 はにぶい黄色粘質土、第8層 は黄灰色粘質土、第9層 はオ リーブ黄色粘質シル

ト(地 山)で ある。第4～6層 は遺物包含層であ り、土師器、瓦器、須恵器、青磁等の破片が出土 している。 こ

の遺物包含層 は土質か ら中世の耕土層 と考え られる。第7・8層 より遺物が出土 していないため時期は不明であ

るが、周辺の調査例と考え合わせると中世の耕土層と考え られ る。第9層(地 山)上 面において遺構検出作業 を

行 ったが、後世 に土地の削平をうけているため遺構は検出できなかった。(木 嶋)

2002-17区 の調 査(図20図 版2)

本調査は、診療所兼共同住宅の建築工事に伴い、加神1-140-1に おいて実施 した。調査 は、 申請建物基礎部

分を中心に4ヵ 所(計61.5㎡)の 調査区を設定 し、平成14年6月27日 か ら6月28日 にかけて確認調査を行った。

調査の結果、各調査区において地表面か ら1.2m～1.3m下 で良好に遺物包含層が存在することが判明 し、瓦器、

土師器等の破片が約80点 出土 した。また各調査区の地山上面 において遺構検出を行 った結果、調査区2～4で 南

北方向と東西方向の鋤溝痕跡を数条検出した。

発掘調査 は、開発計画に基づき、特に開発による破壊を受 ける杭基礎部分 について調査区(調 査区1:3m×

38m、 調査区2:4.5m×38m、 計238㎡)を 設定 して行 った。

調査は、確認調査 の結果を基に地山直上層まで機械掘削 し、地山上面において遺構検出を行 った。

調査区1の 層序は、1層 ～3層 が盛土(層 厚1.2m)、4層 は旧耕土(層 厚0.1～0.2m)、5層 は暗灰黄色土(層

厚0.8m)、6層 は黄褐色砂質土(層 厚0.8m)、7層 は暗灰黄色土(層 厚0.1～0.2m)、8層 は暗灰黄色粗砂混 じり

土(層 厚0.02m)、9層 は褐灰色粘質 シル ト(層 厚

0.08m)、10層 は黄褐色礫混 じり土(地 山)、11層 は黄

色粘土(地 山)で ある。

調査区2の 層序は、1・2層 が盛土(層 厚1m)、

3層 は旧耕土(層 厚0.18m)、4層 は明黄褐色粘質土

(層厚0.1m)、5層 は黄褐色粘質土(層 厚0.1～0.15m)、

6層 は黄褐色土(層 厚0.1m)、7層 は褐灰色粘質 シル

ト、8層 は浅黄色粘質土(地 山)、9層 はにぶい黄色

粘土(地 山)で ある。

調査区1で は5～8層 、調査区2で は4～6層 が遺

物包含層である。遺物包含層からは土師器、瓦器、須

恵器、黒色土器、青磁が出土 している。 これらの遺物

包含層の時期は中世 と考え られる。また凹基形のサヌ

カイ ト製石鏃(図17-1)が 中世の遺物包含層より出

土 している。側縁が直線的であり、全体形が二等辺三

角形を呈す。SD-01よ りサヌカイ ト製石器(図17-

2)が 出土 している。この ことから縄文 ・弥生時代の

遺物包含層が存在 していたことを示唆するものであろうr 図192002-17区 出 土 遺物

検出遺構

調査区1・2の 地山上面において遺構検出を行い、溝、鋤溝、落込み遺構を検出した。

SD-1

本遺構は、調査区1に ほぼ平行する東西方向の溝である。検出長26m、 幅0.5m、 深さ0.2mで ある。埋土 はオ
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調 査 区1

1:盛 土

2:盛 土

3:盛 土

4:旧 耕 土

5:暗 灰 黄 色2.5Y5/2土

6:黄 褐 色2,5Y5/4砂 質 土

7:暗 灰 黄 色2.5Y5/2土

8:暗 灰 黄 色2.5Y5/2粗 砂 混 じ り土

9:褐 灰 色10YR5/1粘 質 シル ト

10:黄 褐 色2.5Y5/3礫 混 じ り土(地 山)

11:黄 色2.5Y6/3粘 土(地 山)

調 査 区2

1:盛 土

2:盛 土

3:旧 耕 土

4:明 黄 褐 色2.5Y6/6粘 質 土

5:黄 褐 色2.SY5/3粘 質 土

6:黄 褐 色2,5Y5/3土

7:褐 灰 色10YR5/1粘 質 シ ル ト

8:浅 黄 色2.5Y7/3粘 質 土(地 山)

9:に ぶ い黄 色2.5Y6/3粘 土(地 山)

010m一

図202002-17区
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リーブ灰色5Y5/2土 であり、一部溝底部において粗砂が堆積することから、少なくとも1回 は掘 り直 しが行な

われていたと考え られる。出土遺物は土師器、瓦器 とともにサヌカイ ト製石器(図17-2)が 出土 している。石

器は肉厚であり、側縁部 に刃部を作 り出す。右側縁部 は細かい調整を行 っている。本遺構は鋤溝 と重複関係にあ

り、鋤溝を切 っていることか ら、耕地化開始以後、新たに設けられた中世の水利施設と考えられる。

SD-2

本遺構は調査区1の 中央部で検出した南北方向の溝である。検出長0.25m、 幅0.4m、 深 さ0.1mで あ る。埋土

は上層が黄灰色2.5Y5/1シ ル ト、下層が灰白色5Y7/1砂 である。SD-1と 重複関係にあり、SD-2の 方が時

期は古い。遺物 は出土 していない。

鋤溝

これ らの遺構は、調査区1・2に ほぼ平行および直交する鋤溝痕跡である。東西方向の鋤溝 の埋土 は黄灰色

2.5Y6/1シ ル ト、南北方向は灰色5Y5/1シ ル トである。鋤溝 は一部重複 してお り、東西方向の鋤溝を南北方向

の鋤溝が切 っているとみ られる。

落込み遺構(SX-1～9)

これ らの遺構 は、調査区1・2の 東部で検出 した落込み遺構である。埋土 は褐灰色10YR5/1シ ル トであり、

多量のマ ンガン斑を含む。 この埋土は調査区1・2の 東部で地山上面において薄 く堆積す る層(調 査区1:9層 、

調査区2:7層)で ある。調査区1・2と もに落込み遺構から遺物は出土 していないため時期 は不明であるが、

一部褐灰色 シル ト層上面において鋤溝を検出 していることから
、耕地化以前 に形成 した層 と考え られる。

まとめ

調査区1・2の 地山上面より溝、鋤溝等 の耕地に伴 う遺構を検出 した。調査区1で はSD-1を 検出した。SD-

1は 地山上面で検出 したが、6層 上面 において確認 していた。このSD-1は 水利施設であ るとともに坪境溝 と

しての役割をもっていたと考えられる。おそらく中世以降に土地区画が変化 したのであろう。(木 嶋)

13.小 瀬 五 所 山遺 跡

本遺跡 は、市北部 に位置す る弥生～古墳 ・中世の散布地 ・集落跡である。津田川右岸下流域の河岸段丘上、標

高は7.3m～10.7mに 立地する。

2002-34区 の調 査(図21図 版3・4)

本調査 は、小瀬371-5他 地内において開発により掘削 し、埋蔵文化財に影響の及ぶ部分(道 路部分)、 合計450

㎡にっいて実施 した。調査区北側を除いて、調査区の南側はコンクリー ト基礎などによって大きく撹乱を受けて

いる。調査区北側の状況は基礎掘削により撹乱を受 け、島状に遺構が残る部分が存在する。島状に残 る部分に1

～6ま で番号を与えた。検出遺構の概要にっいては表にまとめた。以下、調査の概要 を示す。

1の 地層堆積状況は、上層より盛土(層 厚0.4m)、 にぶい黄褐色礫混 じり砂質土(第2層 、層厚0 .1m)、 黄褐

色粘質シル ト(地 山)で ある。第2層 は遺物包含層である。遺構は土坑SX-201を 検出した。検出長3m、 検 出

幅2.1m、 深さ0.1mで ある。埋土は黄褐色礫混 じり粘質土で、遺物 は須恵器、土師器が出土 している。

2の 地層堆積状況は、上層 より盛土(層 厚0.2m)、 撹乱層(層 厚0.3m)、 耕作土(層 厚0.1m～0.15m)、 黄褐

色粘質 シル ト(地 山)で ある。遺構は検出できなかった。遺物 は出土 していない。

3の 地層堆積状況は、上層より盛土(層 厚0.5m)、 耕作土(層 厚0.15m～0.2m)、 にぶい黄褐色礫混 じり砂質

土(第2層 、層厚0.1m～0,2m)、 黄褐色粘質 シル ト(地 山)で ある。第2層 は遺物包含層である。遺構 は検出

できなかった。遺物 は出土 していない。

4の 地層堆積状況は、盛土(層 厚0.1m)、 撹乱層(層 厚0.2m)、 耕作土(層 厚O.!m～0.2m)、 黄褐色粘質 シル

ト(地 山)で ある。遺構 は検出で きなかった。遺物 は出土 していない。

5の 地層堆積状況は、盛土(層 厚0.lm)、 盛土(層 厚0.2m)、 耕作土(層 厚0.1m～0.2m)、 にぶい黄色礫混 じ

り砂質土(第3層 、層厚0.4m)、 黄褐色粘質 シル ト(地 山)で ある。第2層 は遺物包含層である。
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遺 構 は土 坑SX-202、 土 坑SX-205、 柱 穴Pit-206を 検 出 した。5で は4に 比 べ て 約0.4m高 い位 置 で 耕 作 土 層

を検 出 して お り、 耕 作 地 の段 差 が あ っ た の で は な いか と考 え られ る。 土 坑SX-202は 撹 乱 さ れ て い るた め全 体 の

規 模 は確 認 で き な か った が 、 検 出 長3m、 深 さ0.1mで あ る 。 埋 土 は 灰 黄 褐 色 粘 質 土 で 、 南 側 部 分 は土 坑SX-

205に 掘 削 さ れ て い る。 遺 物 は 土 師 器 が 出土 して い る。 土 坑SX-205は 撹 乱 を受 け て い る た め 全 体 の 規 模 は 確 認

で きな か っ たが 、 検 出 長1.7m、 深 さ0.15mで あ る。 埋 土 は灰 黄 褐 色 砂 質 土 で 土 坑 中 央 部 に柱 穴Pit-206を 検 出 し

た。 遺 物 は 出土 して いな い。 柱 穴Pit-206は 、 土 坑SX-205内 で 検 出 した。 直径o.5m、 深 さo.2mで 柱 痕 が残 る。

埋 土 は灰 黄 褐 色 砂 質 土 で 遺 物 は土 師 器 が 出土 した。

6の 地 層 堆 積 状 況 は、 盛 土(層 厚0.05m)、 撹 乱 層(層 厚0.4～0.5m)、 黄 褐 色 土(第2層 、 層 厚0.1m)、 黒 褐

色 粗 砂 混 じ り土(第3層 、 層 厚0.2～0.4m)、 黄 褐 色 粘 質 シル ト(地 山)で あ る。 第2層 、 第3層 は 遺 物 包 含 層

で あ る。 遺 構 は溝2条(SD-204、SD-226)、 柱 穴20基(Pit-203、207～215、218～225、227、230～232)、

土 坑4基(SX-216、217、228、229)を 検 出 した。 溝SD-204は 最 大 幅2.4mで 深 さ0.55mで あ る 。 埋 土 は2層

(上 層:黒 褐 色 土10YR3/2、 下 層:暗 褐 色 土10YR3/3)に 分 け られ、 遺 物 は弥 生 土 器 、 土 師 器 が 出土 して い る。

出 土 した弥 生 土 器 は弥 生 時 代 中 期 の もの で あ り、 掘 削 時 期 が 弥 生 時 代 ま で 遡 る可 能 性 が あ る。 溝SD-226は 最 大

幅1.9mで 深 さ0.4mで あ る。 埋 土 は2層(上 層:黒 褐 色 粗 砂 混 じり土10YR3/2、 下 層:黒 褐 色 細 砂 ～ 粗 砂 混 じ

り土10YR3/1)に 分 け られ、 遺 物 は弥 生 土 器 、 土 師 器 が 出土 して い る。 出土 した弥 生 土 器 は弥 生 時 代 中 期 の も

の でLSD-224同 様 に掘 削 時 期 が弥 生 時 代 まで 遡 る可 能 性 が あ る。

柱 穴 は掘 立 柱 建物 と して復 元 可 能 な もの が2棟 あ る。 そ れ ぞ れ 建 物A、 建 物Bと す る。 建 物A(柱 穴Pi七 一210、

207、203、209、218、213、214、215、219、220、223、228)は 、 柱 穴 の 直 径 が0,8m～1mで 深 さが0.5m以 上 、

3×3問 以 上 で 調 査 区 外 に建 物 が の び る可 能 性 が あ る。 遺 物 は土 師 器 、 須 恵 器 が 出土 して お り古 墳 時 代 以 降 の 建

物 と考 え られ る。 建 物B(柱 穴Pit-212、221、230、232、224)は 、 柱 穴 の 直 径 が0.3m～0.4mで 柱 間 が1.7mで

深 さ0.1m～0.25mで あ る。 調 査 区 外 に建 物 が広 が る こと、 撹 乱 に よ って 破 壊 さ れ て い る部 分 が あ り復 元 で き な

い 部 分 もあ るが 、1間 ×2間 以 上 で あ る。 柱 穴 か らの 出土 遺 物 は土 師器 の み で あ り、 建 物Aよ り古 く位 置 付 け ら

れ る可 能 性 が あ る。 建 物A、Bと もに溝SD-204、206が 埋 没 して か ら掘 削 して い る。

出 土 遺 物(図21)

遺 物 は1、5、6の 遺 構 お よ び遺 物 包 含 層(第2層 、 第3層)か ら出 土 した。 遺 物 は 石 器 、 弥 生土 器 、土 師器 、

須 恵 器 が 出 土 して い る。 比 較 的 残 りの良 い 遺 物 にっ い て 実 測 を行 った。 以 下 、 概 要 を示 す 。

1は 遺 物 包 含 層 第2層 出 土 の 須 恵 器 杯 蓋 で あ る。 口径13,8cm、 器 高3.8cmで あ る。2～8は 遺 物 包 含 層 第3層

出土 の 須 恵 器 で あ る。2は 口径15.2cm、 器 高3.7cmの 杯 蓋 で あ る。3は 宝 珠 っ ま み付 の 杯 蓋 で あ る。4～6は 杯

身 で あ る。4は 口径10.4cm、 器 高3.2cmで あ る。5は 口径12.6cm、 器 高3.5cmで あ る。6は 口径13cm、 器 高3.4

cmで あ る。7、8は 高 杯 脚 部 で あ る。7は2方 向 、2段 の 透 か しで あ る。8は 脚 部 径10.8cm3方 向 の透 か しで

あ る。 出 土 した須 恵 器 は3が 奈 良 時 代 の もの で あ るが 、 他 の遺 物 は6世 紀 ～7世 紀 代 の もの が 中 心 で あ り、 遺 構

か らの 出 土 遺 物 も同 様 で あ る。9、10はSD-204出 土 の弥 生 土 器壺 で あ る。 と も に弥 生 時 代 中期 の もの で あ る。

9は 直 口 壷 の頸 部 で 波 状 文 、 櫛 描 き直 線 文 を施 す。10は 体 部 片 で 櫛 描 き直 線 文 を 施 す 。

ま と め

調 査 の 結 果 、1、5、6に て 遺構 を 検 出 した。 特 に6に お い て は溝2条 、 柱 穴20基 、 土 坑4基 を検 出 し掘 立 柱

建 物 が2棟 復 元 で き る結 果 を得 た。 撹乱 等 に よ って 建 物 が 復 元 で きな い柱 穴 もあ り、調 査地 に は数 棟 の建 物 が建 っ

て い た と考 え られ る。 建 物A、 建 物Bの 建 物 の発 見 、 土 器 の 出 土 に よ って集 落 が 存 在 し た可 能 性 が 高 く、 建 物A

は規 模 が 大 き く集 落 で も中 心 とな る建 物 と考 え られ る。 遺 物 は石 器 、 弥 生 土 器 、 土 師 器 、 須 恵器 が 出土 して お り、

6～7世 紀 代 の土 器 を 中 心 と した 遺 物 が 出土 して お り、 津 田川 流 域 右 岸 の歴 史 を考 え る上 で 有効 な成果 とな った。

(三 浦)
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図212002-34区
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通
番

種別
遺構

番号

地

区
埋 土 長 さ 幅 深 さ 出土遺物 備考

1 SX 201 1 黄灰色礫混じり粘質土 3.20 2.00 o.io 土師器、 須恵器

2 SX 202 5 浅黄色土 3.20 2.20 0.20 土師器、 須恵器

3 Pit 203 6 黒褐色土(10YR3/1)黄 褐色土混 じり i:i 0.50 土師器 、須恵器 建物A

4 SD 204 6 黒褐色土(10YR3/2)、 暗褐色土(10YR3/3) 3.50 2.00 0.55 弥生土器、土 師器

5 SX 205 5 灰黄褐色砂質土 1.70 1.30 0.30

6 Pit 206 5 灰黄褐色砂質土 0.65 土師器

7 Pit 207 6 黒褐色土(10YR3/1)黄 褐色土混 じり o.n 0.37 土師器、須恵器 建物A

8 Pit 208 6 黒褐色砂質土(10YR3/1) 0.28 0.25

9 Pit 209 6 黒褐色土(10YR3/1)黄 褐色土混 じり 1'1 0.25 土師器、須恵器 建物A

10 Pit 210 6 にぶ い黄褐色砂質土、柱痕部(や や黄色い) 0.78 0.32 土師器、須恵器 建物A

ii Pit 211 6 黒褐色土(10YR3/1)黄 褐色土 混 じり 0.55 0.30

12 Pit 212 6 黒褐色粗砂混 じり土(10YR3/2) 0.30 o.io 土師器 建物B

13 Pit 213 6 黒褐色粗砂混 じり土(10YR3/2) 0.80 0.12 建物A

14 Pit 214 6 黒褐色粗砂混 じり土(10YR3/2) 0.63 0.22 土師器 建物A

15 Pit 215 6 黒褐色粗砂混 じり土(10YR3/2) 0.63 0.36 建物A

16 SX 216 6 黒褐色粗砂混 じり土(10YR3/2)3～4cmの 礫 を含む 1.90 1.40 0.13 土師器

17 SX 217 6 暗褐色砂質土(10YR3/3) 0.90 0.40 0.13 土師器

18 Pit 218 6 黒褐色粗砂混 じり土(10YR3/2)礫 を含 む 0.78 0.39 建物A

19 Pit 219 6 黒褐色粗砂混 じり土(10YR3/2)5cm大 の礫 を含む i・ 0.35 土師器 建物A

20 Pit 220 6 黒褐色粗砂混 じり土(10YR3/2)や や暗い 0.45 0.30 建物A

21 Pit 221 6 黒褐色砂質土(10YR2/2)地 山土混 じり 0.45 0.15 建物B

22 Pit 222 6 にぶい黄褐色土(10YR4/3) 0.35 0ユ2

23 Pit 223 6 暗褐色細砂混 じり土(10YR3/3) 0.72 o.ii 土師器 建物A

24 Pit 224 6 黒褐色砂 質土(10YR2/2) 0.45 0.25 建物B

25 Pit 225 6 にぶい黄 褐色砂質土(10YR2/2) 0.25 0.09

26 SD 226 6
黒褐色粗砂混 じり土(10YR3/2)、 黒褐色細砂～粗砂

混 じり土(10YR3/1)
4.40 i.ss 0,48 弥生土器、土師器

27 Pit 227 6 暗褐色砂 質土(10YR3/3) 0.24 0.14 土師器

28 Pit 228 6
にぶい黄褐色砂質土(10YR4/3)1cm程 度 の礫 を含

む
1.20 1': o.ii

土師器

石器(剥 片)
建物A

29 SX 229 6
にぶい黄褐色土(10YR4/3)地 山部分で2～3cmの 礫

多 し
1.80 1.20 2.10 土師器

30 Pit 230 6 暗褐色砂質土(10YR3/3) 0.40 0.15 建物B

31 Pit 231 6 0.35

32 Pit 232 6 黒褐色砂質土(10YR2/2) 建物B

図212002-34区 遺 構 一 覧表
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14.地 蔵 堂 丸 山 古 墳(2002-41区)の 調 査

1.は じめに

地蔵堂丸山古墳(以 下丸山古墳 という)は 貝塚市地蔵堂198に 所在する前方後円墳である。近木川左岸 の台地

上に築かれ、現状は全長約70m、 前方部最大幅約27m、 高さ約4m、 後円部径約43m、 高さ約5mを 測る。

大正11年(1922)の 「大阪府全史」には天正13年(1585)に 豊臣秀吉が根来攻めを行った際に本陣 となったと記さ

れている。昭和27年 には大規模な土砂採取が行われ、大阪府による緊急立会調査が実施された。調査報告による

と古墳の原形を良 くとどめ、葺石、埴輪、濠を確認 したとされている。

昭和31年 には国史跡に指定され、昭和33年 貝塚市が管理団体に指定 されている。

丸山古墳の南 には、古墳時代中期の古墳が集中 して築かれている。市立小学校の増改築の際に発見 されたもの

で、現在までに円墳2基 、方墳2基 を確認 している。 このことにより近木川左岸台地上に、丸山古墳をはじめと

して古墳時代中期に至るまで古墳群が形成 されていることが判明 した。 これ らを地蔵堂古墳群として位置づけて

いる。また、近接 して平安時代後期の地蔵堂廃寺が存在する。昭和56年 の正福寺境内における発掘調査では金堂

と塔の基壇跡を確認 している。周囲は地蔵堂古墳群、地蔵堂廃寺跡を包括 した形で、古墳時代か ら中世にかけて

の集落跡である地蔵堂遺跡が存在する。地蔵堂遺跡では中世の掘立柱建物跡や井戸等を検出 している。さらに南

には熊野街道が通 り、平安時代か らのゆか りのある寺院 ・神社等が多 く存在 している。また、東には中世に根来

衆の拠点 となった積善寺城や近木庄村々の惣墓 とされる橋本墓地が存在する。 このように地蔵堂周辺地域は古墳

～中世、近世にかけての史跡等が集中 し、古来 より重要な地点であったと考え られる。

本調査は平成12年 度から継続 して実施 している丸山古墳の外周溝改修及び管理用 フェンス設置による現状変更

に伴 うものである。今年度は平成13年 度に引き続いて、管理用 フェンス設置に伴 う土層確認 トレンチ調査を実施

した。調査は後円部北側に3箇 所の調査区を設定 した。調査区は1.5×5mの 規模で、東側よ り第1～3区 と し

た。第2区 についてはフェンス設置部分の土層確認のため、東半部のみ更に北側へ約2m拡 張 した。また、第3

区にっいては葺石を確認 し、状況確認のため南 に約1m拡 張 した。

以下、各調査区の検出状況にっいて詳述する。

図22地 蔵堂古墳群位置図
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2.検 出遺 構

第1区(図23・ 図版5)

表土(第1層)お よび現代撹乱層(周 囲の住民による踏分け道、第2層)を 取 り除 くと3～8層 はすべて盛土

層である、第3～4層 は表土に伴 う層 と考え られ るが、第5～8層 はほぼ同時期に一括 して入れた盛土である。

現地表下0.7～1.9mに て明褐色(7.5YR5/8)砂 礫混粘質 シル ト層(第9層)に 達す る。下面はほぼ平坦である。

第1区

1:黒 褐色(10YR3/1)土

2:褐 色(7.5YR4/6)砂 礫混土

3:黒 揚色(10YR3/1)土 と橙色(7.5YR6/8)粘 質土ブロック、淡黄色(2.5Y8/4)粗 砂～中砂との混在土

4:明 褐色(7.5YR5/6)砂 礫混粗砂

5:明 黄褐色(10YR7/6)細 砂～中砂1～3㎝ 大の灰白色(2.SY7/1)粘 質土ブロック含むT・P・;

6:黒 褐色(5YR3/1)砂 礫混粘質シルト

7:浅 黄色(2/5Y7/4)砂 礫混粗砂～細砂3～15cm大 の灰白色(2/SY1/1)粘 質土ブロック含む

8:浅 黄色(2.5Y8/4)極 細砂5㎝ 大の灰白色(N8/0)拈 質土ブロック含む

9:明 褐色(7.5YR5/8)砂 礫混粘質シルト(地山?)

第1区 東壁断面 図S=1/80

第2区

1:灰 黄褐色(10YR/2)土

2:褐 色(7.5YR4/)砂 礫含土

3:に ぶい黄褐色(YR4/3)砂 礫含土T
.P.=26.500

4:褐 色(7.5YR4/)土

5:榿 色(7.5YR6/)砂 礫混シルト

6:明 黄褐色(10YR/8)粘 質シルト

7:明 掲色(7.5YR5/6)拈 質シルト

明褐色(7.5YR5/6)2～5㎝ 大の砂礫混土

:黄褐色(10YR5/s)粘 質土に3㎝大の灰白色(10YR8/1)枯 質土ブロック含む

:明褐色(7.5YR5/8)砂 礫混粘質シルト

1:褐 色(7.5YR4/6)粗 砂 層中に5～15●大の川原石多量に含む(近現代石垣埋土)

懲繕 羅 購撫___蓑
15:赤 褐色(5YR4/6)1～5㎝ 大の砂礫混シルト

16:に ぶい黄褐色(10YR4/3)砂 礫混土

1T明 褐色(7.5YR5/8)砂 礫含粘質シルト

第2区 東壁断面図S=1/80

図23調 査区位置図、 第1区 ・第2区 断面図
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このため、上層の盛土は昭和27年 に行われた土砂採取時の復 旧土であると考え られ、土砂採取により築造時の

墳丘面は全 く残 っていないことが明 らかになった。

遺物は盛土中か らは出土せず、第9層 の直上で円筒埴輪片が1点 出土 した。

第2区(図23・ 図版6)

表土(第1層)を 取 り除くと、近現代層(2～10・16・17層)が 堆積 している。 調査区南端(墳 頂部)か ら

1.1～1.8mの 範囲は現地表面下0.7～0.9mに て0.05～0.15m大 の石群を検出する。北側は大 きく削平を受け石群 は

残 っていない。盛土最下層より19世紀代の陶磁器が出土するため、近世以降に削平を受けたものと考えられる。

周辺の聞き取 りでは大規模な土採取のほかに壁土用に古墳周囲の土を採取 していたとのことである。墳丘裾はさ

らに近世以降に築かれた石垣により大 きく改変されている。石垣は南側調査時にも検出しており、近世か ら何度

も作 り直されている。

調査区南側で検出 した石群は粗密 はあるものの調査区全面を覆っていたと考え られる。石群の上には腐植土層

(第13層)が 覆 っており、石群が一定期間に面として存在 していたことを示 している。石群は検 出当初、葺石の

可能性を考えた。 しか し下層の赤褐色砂礫混 シル ト層(第15層)は 安定 した状況になく、堆積状況か ら墳丘土 と

は考えに くい。また、層中より埴輪片が出土することか ら、全て盛土であり、石群は後世のものと判断 した。第

15層 の下層 にて明赤褐色粘質 シル ト層を検出した。第3区 にて検出 した墳丘面と同一層で、墳丘土 と考えられる。

明赤褐色粘質 シル ト層は南側では25.1～25.3mに て検出するが、北に向かって下がり、墳丘裾の石垣下面では約

24.1mに て地山面 を検出し、墳丘は残存 していない。 したがって、墳丘土の痕跡は確認されたが、築造当時の墳

丘面は後世に改変を受けたため残 っていないことが確認された。 また、墳丘裾部 においては近世か らの石垣によ

り墳丘土 も残っていない。

遺物は上層の盛土内か ら近世以降の陶磁器、瓦が出土 したほか、削平を受 けた際に壊された埴輪片(円 筒埴輪、

形象埴輪)が 出土 した。

第3区(図24・ 図版7～10)

表土(第1層)を 取 り除 くと、近現代盛土層(2～5・11～12層)が 堆積 している。調査区南端(墳 頂部)か

ら1.7～1.9mの 範囲は現地表面下0.5～0.7m(25.9～26.1m)に て0.05～0.15cm大 の石群を検出する。石群はほぼ

全面に広がっていたと考え られるが、北側が近現代に大 きく削平を受けたため残 っていない。墳丘裾はさらに近

世以降の石垣により大 きく改変されている。石垣より外側では耕作が行われていたと考え られ、地山面を畦畔と

して利用 し、明褐色砂礫混土(第6層)の 耕作土が堆積 している。

石群は第2区 同様後世 に設置 したものである。石群を覆 う腐植土層(第7・15層)及 び石群を取 り除 くと、明

赤褐色粘質 シル トの墳丘面及び埴輪列 と葺石を確認 した。埴輪列 は調査区に対 して北西に約10° 振 って、4基 の

円筒埴輪を検出した。埴輪は基底部より1段 目の突帯 まで残存 していた。おそらくテラス端部に近い場所に埴輪

列を配 していると考え られる。直径 は約30cmに 復元できる。埴輪問は狭 く、約0.1mで ある。掘方 は幅0.35～0,4

mの 溝状を呈 し、検 出長は1.5mで ある。断面逆台形を呈 し、墳丘面より約0.1～0.15m掘 削 し、約0.02mの 厚 さ

で砂礫含赤褐色粘質 シル トを入れ、埴輪を樹立 し、赤褐色粘質 シル トを埋めて埴輪を固定 している。埴輪基底部

埋設高は約0.1mで ある。下層の砂礫含赤褐色粘質 シル トは埴輪列の高さを調整するために入れた もの と考え ら

れる。

埴輪列より南側約1mは テラス部分 と考え られる。テラスは平坦ではなく墳頂部にかけて緩やかに上昇 し、斜

面を形成する。位置的に1段 目のテラス部分と考えられる。

葺石は斜面部に0.2～0.3cm大 の川原石を積んでいる。2段 目の斜面に葺かれたものと考え られる。石の大きさ

や葺き方など上部の石群 とは明らかに異なるものである。最下段は0.25～0.4m大 の石を横長 に並べて基底石 と

し、そこか ら丁寧に石垣状に積み上げる。積み上げ時の基準石にっいては可能性の高いものはあるが不明である。

葺石の状況を確認するため南側に約1m拡 張 し、検出長は1.7～1.8mで ある。斜面部は25.9～26.5mで 傾斜角 は
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BI IA

AT.P.=26.500m

BT.P.=26.500m

鹽、
丶.

〉＼.丶"丶

6
A'

B'

第2区 断面図S=1/200

第3区

1:灰 黄褐色(10YR4/2)土

2:明 褐色(7.5YR5/6)シ ル トににぶい赤褐色(5YR4/4)シ ル トブロック、褐色(7.5YR4/3)シ ル トブロックの混在土

3:に ぶい黄褐色(10YR5/4)砂 礫混粘質シル ト

4:褐 色(10YR4/4)砂 礫混土

5:明 褐色(7.5YR5/8)砂 礫混土

6:赤 褐色(5YR5/6)2～3q咀 大の砂礫混シルト

7:赤 褐色(5YR4/6)砂 礫

8:明 赤褐色(5YR5/8)粘 質シル ト(墳 丘土、葺石の下層は不明)

9:明 褐色(7,5YR5/8)1～Sc皿 大の砂礫混粘質土

10:橙 色(7.5YR6/8)粘 質土

11:明 褐色(7.5YR5/8)砂 質土

12:黄 褐色(10YR5/8)粘 質シル ト

13:に ぶい黄褐色(10YR5/3)砂 礫混シルト 上層及び層中に15～25αn大の石を入れる

14:橙 色(7.5YR6/8)砂 礫混土

15:褐 色(7.SYR4/6)シ ル ト

16:赤 褐色(5YR4/6)0.5～1.5cm大 の砂礫含粘質シル ト

T.P.=26.300m c C'

D DT .P.=25.800m

,二 〆 、

1τ1

℃

1

3

埴 輪2断 面図S=1/20

1:赤 褐色(5YR4/6)粘 質シル ト

2:赤 褐色(5YR5/6)砂 礫混粘質シル ト

3:明 赤褐色(5YR5/8)粘 質シル ト

i:灰 黄褐色

2:褐 色(7.S

3:赤 褐色(5YR4/6)砂 礫

4:明 赤褐色(5YR5/8)拈 質シル ト

5:赤 褐色(5YR4/6)0.5～1.5㎝ 大の砂礫混粘質シル ト

埴輪列平 ・側面 図Sコ1/20

図24第3区 断面図 埴輪列 ・葺石検出状況
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約30° である。南端では若干傾斜が緩 くなるので、2段 目のテラス部分に近いと考え られる。

3.出 土 遺 物(図25)

本調査で出土 した遺物は近世以降の盛土内か ら出土 した陶磁器、瓦器、瓦のほか古墳に伴 う遺物 として円筒埴

輪、朝顔形埴輪、形象埴輪を確認 している。

陶磁器 は肥前系磁器が多数を占め、18世 紀後半～19世 紀の年代を与え られ るものである。また、出土 した瓦の

中には中世以前に遡るものもあり、近接する地蔵堂廃寺 に伴 うものの可能性が高い。

円筒埴輪 は埴輪列に伴 う4基 と盛土内から出土 したものがある。盛土内か ら出土 したものはほとんどが破片で、

復元で きるものは無い。埴輪列に伴 うものは基底部 と1段 目の突帯 まで設置された状態で検出し、東側 より埴輪

1～4の 名称を与えた。一段目突帯より上部の破片にっいては内部詳細調査のため、番号を付 して調査時に取 り

上げた。埴輪はいずれも基底部より2段 目の突帯付近まで破片が残存 している。それより上段にっいては残存 し

てお らず、2段 目突帯付近よ り1段 目突帯まで漸次円筒内部に落ち込み、最終的に1段 目突帯まで残 った状態で

埋没 している。以下基底部まで復元可能である円筒埴輪2と3に ついて詳述する。

円筒埴輪2は 基底部径約28cm、1段 目突帯か ら2段 目突帯付近の復元径約30cmを 測 り、ほぼ直立 して立 ち上

がる形態に復元できる。器厚は基底部1.25～1.9cm、 一段目突帯付近1～1.2cm、2段 目突帯付近0.8～0.9cmを

測る。外面調整は一次調整がタテハケである。二次調整 はヨコハケの痕跡が確認される。 ヨコハケは盛土内か ら

出土 した円筒埴輪などの調整を考慮すると長 さ27cmL,(上 のス トロークの長いものと推定で きる。 内面調整 はナ

デで、先行 してタテハケもしくはナナメハケを施 している。ハケメは外面の ものより細かい。 ナデは粗 く粘土紐

接合痕が残 る。粘土紐痕の厚みは約2cmを 測 る。突帯 は方形を呈 し、高さ1～1.2cmを 測る。上辺 は強いナデ

!

!

!

1、

0 20cm

l

図25出 土埴輪2・3
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のため下方に弯曲する。ナデ付けは粗 く、突帯貼 り付 け面が露呈 している。

円筒埴輪3は 基底部径約20cm、1段 目突帯から2段 目突帯付近の復元径約25cmを 測 り、上方 にやや開いて立

ち上がる形態に復元できる。器厚 は基底部1.25～1.9cm、 一段 目突帯付近1～1.2cm、2段 目突帯付近0。8～0.9

cmを 測 る。外面調整は一次調整がタテハケである。二次調整はヨコハケで、長 さ27cm以 上のス トロー クの長 い

ものと推定できる。内面調整は非常に丁寧 なナデを施 し、粘土紐痕跡等は消されている。わずかに先行 して施 さ

れたタテハケもしくはナナメハケの痕跡が残る。ハケメは外面のものよ り細かい。突帯は方形を呈 し、高さ1～

1.2cmを 測 る。上辺は強いナデのため下方に湾曲する。ナデ付けは粗 く、突帯貼 り付け面が露呈 している。

4.ま とめ

今回の調査は古墳外周の民間地境界部分に管理用 フェンスを設置するための狭小な調査ではあったが、多 くの

成果を得 ることができた。本調査をもって平成12年 度か ら実施 した整備事業は終了するため、全体の調査におけ

る一応のまとめを行いたい。

まず平成12～13年 度に実施 した古墳南側の調査では、近世～近代の石垣設置及 び改修による撹乱を受け、築造

当初の墳丘面がほとんど残存 していない。平成13年 度第2区 において、上面を削平された状況ではあるが、第1

段目テラスの痕跡 と葺石崩落状況を確認 した。崩落 した葺石下から瓦質土器が出土 していることか ら、この改変

が行われたのは天正13年 に豊臣秀吉が本陣を築いた際である可能性が高い。

今年度実施 した古墳北側の調査では、南側 と同 じく近世～近代の改変で築造当時の墳丘面がほとんど残存 して

いなかった。また、古墳東側では昭和26年 の土砂採取時の復旧土を確認 した。 この復旧土は平成13年 度第1区 、

今年度第1区 において確認 し、当時の土砂採取範囲は記録にあるよりも広範囲で、後円部の東半部近 くまで及ぶ

ものであった。

今年度調査第3区 では第1段 目のテラス面及 び埴輪列、第2段 目の葺石を確認 し、最 も大 きな成果 となった。

埴輪列の埴輪形態及び調整等 により本古墳 は古墳時代前期末に築造されたものであることが判明 した。

1段 目テラスは現墳丘端部か ら約3.5mの 部分で始まり、 テラス長は約1.6～1.7mを 測 る。高さは地山検出面よ

りテラスまでが約1mを 測 り、テラスか ら斜面部までの高さは約0.3m上 昇する。 これ らの数値 か ら墳丘 は3段

築成と仮定すると、現古墳範囲とおおよそ合致する。 このことか ら丸山古墳は3段 築成である可能性が高い。ま

た斜面部には葺石を配 していた。

出土 した円筒埴輪にっいては全体を復元できるものが無 く、整理途中であるため、詳細 な報告は後 日に行いた

い。今回報告 した円筒埴輪2と3に ついては、円筒埴輪2よ りも円筒埴輪3の 方が径が小さく、スカシの形状 も

異なっている。また、調整方法についても埴輪2は 内面のナデ付けが粗 く、粘土紐痕を残すのに対 し、埴輪3は

丁寧なナデを施す等、異なる形状の埴輪が隣接 して設置されている。 この二っの埴輪の差異は工人の差を表すの

か、器種の差によるものか不明である。観察では円筒埴輪3に 比べ、円筒埴輪2の 調整やスカシの穿孔方法は非

常に稚拙な ものであり、現状では工人の差を考えたい。また、窯等の存在を確認できないため、埴輪の供給にっ

いても、現状で は不明と言わざるを得 ない。

今回の調査により本古墳は古墳時代前期末築造の前方後円墳であることが判明 した。同時代には岸和田市摩湯

山古墳が築造され、貝吹山古墳群、風吹山古墳群へと継続する。また百舌鳥古墳群では乳の岡古墳が築造 され、

大王墓群域への始 まりを迎える。 このような周辺地域の状況のなかで、丸山古墳 に葬 られていた人物が泉南地域

の主力豪族の一翼を担っていたことは確実で、今後は周辺地域の古墳や南側に築かれた5世 紀代の円墳、方墳と

の関係等を明らかにして、丸山古墳の位置づけを行 う必要がある。今後の課題としたい。

今回の調査によって、丸山古墳 を含めた地蔵堂古墳群が市域の歴史を考える上で重要であることが判明 した。

この調査を機に今後の保護活用にっいても課題 として取 り組む必要があるだろう。(上 野)

最後に、諷査 にあたっては下記の方々にご教示を得た。記 して感謝いた します(敬 称略)。

大阪府教育委員会 高島徹、藤沢真依、芝野圭之助、三宅正浩、宮野淳一、小浜 成、大阪府文化財セ ンター

入江正則、江浦 洋、堺市教育委員会 石田 修、白神典之、近藤康司、十河良和、藤井寺教育委員会 上田陸
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8 個人住宅

さわ じょうあと

沢城跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市

羨
27208 za

34度

26分

135度

21分

2002

0521^-22
7.5 個 人 住 宅 一

さわじょうあと

沢城跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市

演
27208 28

34度

26分

135度

21分

2002

0722^-23
6 個人住宅

いっさい い せき

石才遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
と ば

鳥羽
27208 59

34度

26分

135度

22分

2002

0812^-13
6 個人住宅

じ ぞうどう い せき

地蔵堂遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
じ ぞうどう

地蔵堂
27208 72

34度

25分

135度

21分

2002

0424^25
12 個人住宅

じ ぞうどう い せき

地蔵堂遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
じ ぞうどう

地蔵堂
27208 72

34度

25分

135度

21分

2002

0903^-04
11.42 個人住宅

せち こ い せき

清児遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
あ そ なか

麻生中
27208 36

34度

25分

135度

21分

2002

0531^0601
5 個人住宅

な ごせ い せき

名越遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
な ごせ

名越
27208 71

34度

25分

135度

23分

2002

0311～12
6.9 個人住宅

み っ まっきたがい と

三 ッ松北垣外
い せき

遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
み つ まつ

三 ツ松
27208 84

34度

23分

135度

22分

2002

0719～20
10。8 個人住宅

こ っみ い せき

木積遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
こ つみ

木積
27208 74

34度

22分

135度

23分

2002

0912^-0913
4.05 個人住宅

こ っみかんのん じ あと

木積観音寺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
こ つみ

木積
27208 18

34度

22分

135度

23分

2002

0218^19
4.5 個人住宅

に い の いけ い せき

新井 ノ池遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
あ そ なか

麻生中
27208 30

34度

26分

135度

22分

2002

1205^-06
6.65 個人住宅

はん だ い せき

半田遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
あ そ なか

麻生中
27208 31

34度

26分

135度

23分

2002

1218^-19
9.75 個人住宅

か じ こうざき

加 治 ・神 前 ・
はたけなかいせき

畠中遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
か しん

加神
27208 23

34度

26分

135度

21分

2002

0122^-23
8.25 個人住宅

か じ こうざき

加 治 ・神 前 ・
はたけなかいせき

畠中遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
か しん

加神
27208 23

34度

26分

135度

21分

2002

0313^14
5.4 個人住宅

か じ こうざき

加 治 ・神 前 ・
はたけなかいせき

畠中遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
か しん

加神
27208 23

34度

26分

135度

21分

2002

0416^-17
8 個人住宅

か じ こうざき

加 治 ・神 前 ・
はたけなかいせき

畠中遺跡

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
いっさい

石才
27208 23

34度

26分

135度

21分

2002

0704^-05
7.59 個人住宅

一35一



か じ こうざき

加 治 ・神 前 ・
はたけなかいせき

畠 中 遺 跡
"ら:一じ"… 三';き暮… 響冒'

加 治 ・神 前 ・
はたけ献かいせき

畠 中 遺 跡
"ピ 幽'ゼ'ど'

L:7#…'"

ノ亅丶瀬 五 所 山
い せき

遣 跡'τ一ぞぎyろ'ま唱る蒙……

地 蔵 堂 丸 山
こ ふん

古墳

おおさか ふ かいつか し

大阪府貝塚市
はたけなか

畠 中'爨爨ぎ拓;獄'ぶ`ら謬 τ"卿'"…'

大 阪 府 貝 塚 市
か しん

加 神'蕊 ぎら;'三:'茄ぢぶτ'甲''"…"

大 阪 府 貝 塚 市
こ せ

小 瀬'語蕊 ゐ;'
3.'茄 謝謬'こ…'''"…

大 阪 府 貝 塚 市
じ ぞうどう

地蔵堂

27208

鹽・.・ ・9.曹 匿.曹.一 曹 ■冒

27208

.曹..・..曹.膠 曹.一 曹響

27208

.幽.・9.・ ■..9一 冒9膠 曹

27208

23

膠曹7,7卩 甼,一 一一

23

響■響,,,7-一 一噛

58

層響冒 響冒,,,,一 一

7

34度

26分
一一一 一一一 一・曹 ・…..匿

34度

26分
一一・ 凾・・ 曹.・ ・.一 一9匿 匿

34度

26分
幽一凾 幽■9・ ・..・ ■..■ ・

34度

25分

135度

21分
匿.一...一..冒 曹膠.響 ¶■

135度

21分
■.■ 曹 冒膠一 曹冒膠 冒F-一,-

135度

22分
.曹 匿膠 ■匿匿.一 響 ■曹曹 冒冒膠

135度

21分

2002

0704^-05
7F,F,一,一 一一 一一凾・ 曹.・...・ ・.一 曹.

2002

0711～0718
-一 凾 一一一 一凾一 鹽・虚.・ 曹一 一.曹..■ 匿.曹

2002

0917^-1004
P-,一,一 幽一一 一一・ ・凾・99・ ・9匿 ・・.・

2002

1101^-1129

6.2

-■ 曹■冒 ■曹■ ■匿,膠 冒7-一"一 一,一 一,一 一一 凾・・9.・ ・匿.匿..・ ■...一.

285

r膠 冒冒■ 響曹冒 響,冒,7甼 一一一 一一凾 鹽一…

450

,匿 一一曹 曹冒■ 曹曹膠 冒曹,,,F,一 一 一一一一 一一

25.2

個人住宅

共同住宅
.・ 匿・ ・9.曹 冒.曹 曹....冒.一.

宅地造成

・・…9.・.一.・ ■一・ ・.匿 ・

管 理 用

フ ェ ンス

ふ り が な

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

わきはま い せき

脇浜遺跡
冒F-一 一一凾一 凾・・ 匿■ 曹匿一 曹■ 響冒曹,冒P-一 一■ 一一凾 ・.・ 曹・

わきはま い せ き

脇浜遺跡
■,,,一 一凾曹 ・9..曹.冒 匿.冒,,,一,甲 一一一 一一齟 ・囑9匿 ・匿

さわじょうあと

沢城跡
一 一凾凾 曹鬯● 匿■■ 匿曹匿 曹一 冒,■ 一臨一 一幽幽 … 一一一 曹匿 膠■響.

さわじょうあと

沢城跡
一 曹■●9匿 冒 冒匿 ■一,胃 一 一一一一 一齟曹 ・・■.曹 曹 匿匿..冒 響一雫一

いっさい い せき

石才遺跡
一■一 曹●9■ 一曹 冒一■,層,,一 一 一一一 一■凾9■.匿.冒.曹 冒曹.曹

じ ぞうどう い せき

地蔵堂遺跡
●9● ●匿一 曹匿膠,,F-一 一一一噛 凾… 匿.・ 一 曹曹一 膠冒,F,一 一

じ ぞうどう い せき

地蔵堂遺跡
●●■ ■曹曹,冒,,一 一 一一 一一一 幽一・ 曹.・ 曹一匿.冒,曹 層甼,一 一 一

せち こ い せき

清児遺跡
匿一匿 曹.,,,一 一一一 一一 ・9-一 曹..曹..冒 冒,一,一 一 一一一 一凾

な ごせ い せき

名越遺跡
冒,冒 一一 一一一 一一暫 凾一99一 匿匿膠 冒曹.冒,-F-一 一一一 凾・鬯o凾

み っ まっ きたがい と い せき

三ッ松北垣外遺跡
層一 一一一 一■一 一曽・ ・曹...冒.■ 冒,,,一 一 一■一 一一噛 一暫嘗 ・・

こ つみ い せき

木積遺跡
P,一 一一 ■一一 ・・..冒 曹一曹.■,"響 冒 一■一 一一■ 一■凾 曽凾・.曹

こ っみかんのん じ あと

木積観音寺跡
凾 一一●9■ ●曹 ■■曹 冒胃 冒,一 甲一 一一一 一齟o・ 匿・匿 匿...膠 膠曹.

に い の いけ い せき

新井ノ池遺跡
■ 虚■■● 匿一 ■曹■一 冒一,,一 一一 一■一 一■・ 凾・.・ ・曹 匿一曹 匿冒曹

はん だ い せ き

半田遺跡
匿 ■曹冒 匿,,一,一 一一一 ■幽 一曽・ ・■.-9.冒.膠,,響 驛,,一 一一

か じ こうざき はたけなかい せき

加治・神前・畠中遺跡
一 一一一 一一● 幽■一 匿曹一 ■匿 冒冒冒7,,F-,一 一一 一一.…...

か じ こうざき はたけなかい せき

加治・神前・畠中遺跡
一 冒"響 層一,一 一一 一一■ 凾・.・-9..冒.冒 冒冒一 冒.,響 一一 一一一

か じ こうざき はたけなかい せき

加治・神前・畠中遺跡
虚●■ 匿■■ 冒響冒,一 一 一一一 一一 一一曹 一幽9…9曹 匿 一曹匿冒 冒層,

か じ こうざき はたけなかい せき

加治・神前・畠中遺跡
一,一 一一一 凾暫・凾 ・9曹 匿.冒 冒 匣.冒,卿 冒F-一 一一一 一一一・ 凾・・

か じ こうざき はたけなかい せき

加治・神前・畠中遺跡
一曹匿"冒,7,一 一一一 曽一 ・.9・ 匿.・ 匿一 曹冒曹 冒冒冒 ■,,,一,一

か じ こうざき はたけなかい せき

加治・神前・畠中遺跡
■9■ 匿曹曹 ■■冒 曹,■F■ 一一 一一一一 一幽一 鹽凾・ ■.9.・.・ ・一 曹

こ せ こ しょやま い せき

小瀬五所山遺跡
冒響一 一一 一一一■ ■一 一曽 凾.・ ■曹匿一9曹 一 匿曹 ■,冒 冒響¶,一,一 一

じ ぞうどうまるやま こ ふん

地蔵堂丸山古墳

生産遺跡
散布地

P-■ 一 曹■■ 曹冒 ■"一 一 一一一 一一一 一凾・ ・9.・9

生産遺跡
散布地

■曹 ■■冒 響,冒,,一 一 幽一凾 曽鹽 一・9.一 ・ 匿一一

城跡、集落跡
,響,一 一 一一一 一一曽 ・凾曹・ ・■ 匿・・ 匿■一 冒冒.

城跡、集落跡
一一 一一一 一一一 幽・9.一 ・ 匿..曹,,,,P-,F.

散布地
,,一 一一 一一一 一一・ ・齢・ ・9.・ 匿匿 一.冒 曹■冒,

古墳、集落跡
社寺跡

一一 一一一 虚9.・ 曹9..匿 層.曹 匿冒冒,P-一 一 一.

古墳、集落跡
社寺跡

一 一一曽曽 ・・ 凾匿・.匿 一.匿.冒 冒,.一,,一 一 一一

散布地
● ●匿● ■■■ 一冒曹,冒,響,卩,一 一 一一■ 凾一一 ・幽

散布地
,9■ ■■ 一曹冒 曹層冒,一 一 一甼 一一一■ 一一一 一・一 鹽■

集落跡
●圏曹■曹 匿膠冒,曹 響,一 一一一 一■一 一一幽■ 一鹽・ ・

散布地
■曹■匿■ ■響曹7,一 一一 一一一 一一・ 虚幽…9曹.■

寺院跡
集落跡

,冒F,7尸 一 一一一 一・幽 齟暫9・ ・匿 一曹.曹 ■.,曹 甲

集落跡
甲■一 雫一一,一 一一 一幽o・ 幽一.・9..一 曹曹 ■一冒

集落跡
一■ 一噛■.幽.・ ・匿一 匿.一 層,響 冒,FF-一 一一.

集落跡
P■ ■ ■■匿 曹冒冒,,一,一 一 一一一 一凾■ 凾凾..・.曹

集落跡
■一.凾 幽.一 ・9.一 曹匿一..一,甲,,,一 一一一

集落跡
一甼 一一一 一一 一一一 一・齟…9.・ 匿 匿.一 匿■ 響

集落跡
匿・ ・..匿 冒..冒,響,,響,一 一一一 一一 一一一 一.

集落跡
一 一一幽 一一幽 ・o・ ・9-99-・ 冒..,曹,膠,,

集落跡
曹 ■曹■ 層■,甼 一一 一一一 一一一 一・・ 嘗曹鹽 ・99-.

集落跡
一 一一一 一一齟 一.… 一 ・匿一9匿 一 一一曹 ■冒冒7,

前方後円墳

●9■ 曹9■ 曹響■,曹 響,,一 一 一一一 ■一一 ・凾幽 鹽

近代
■●冒 一■曹 響,一 一,,一 一一一 一一一 一■曽 …

中世
冒,,,響 甲 一一一 一一一 一曽・・ 曹…9・ 曹.一

近世、近代
■一 一一一■ 一一曽 齟・・ 暫.・.・.■ ・曹.冒 曹一 ■

近世、近代
,冒 一,,一 一一 幽一一 一幽■・ … 曹.・ 匿..冒.

近世
一■ ■一 一■一・ 虚・-9・ ■.....曹 ¶ 冒,層,

近世以降
一 一一一 一・一圏 ・9.… 曹曹曹..曹,¶,■"

近世
・ ・曹.・..曹 一・曹 響冒響 層曹響"F,一 一一一 一

曹..曹.曹 響.冒 曹 響,一,一 一一7-一 一一一 一一

中世
.9曹 ・ 曹■層,,一,甼 一 一一一一 一一 一一一■ 一一

中世
響■曹 曹響曹 響一一 一,一 一 一一一 一一一 一■幽 一・・.

中世、近世
F甲,一 一一 一一一 一一一一 一・・ 曽鹽・ 曹・-9.一

弥生時代、古
墳時代、中世

響曹一,一 一,一 一 一一一一 一噛凾 ・・.・ ・.一 曹匿 ■

弥生時代～
古墳時代

一■一 一一凾 凾・・ 曹.匿 ・ 曹.曹..冒 曹".,7驛

奈良時代
平安時代

曹■ ■■■一 曹膠冒,¶ 冒 響響甲一 一一 一一一 一齟一 凾

一一 一一一 一●げ 凾囑9● ●■一 ■■曹 曹■■ ■膠,胃7

¶層 冒雫¶,,一 一畠一 一一一 一一・幽 凾暫・ ・9.一

中世、近世
一 一一凾・ ・9.曹9一 曹..曹.曹 冒.,,冒,一 一

申世
,,一 一一 一■一 一一一 幽・鹽 ….9一 曹 匿一冒 曹■

中世
■ 一曹■ ■曹■冒 曹7響 曹,,響 一,-F-一 一一・ 一

古墳時代
,,卩 一 一一一 一一一 一一一■ 曽■暫 鹽・・9-.匿 匿

古墳時代

….曹.匿9・ 一曹 匿.曹 冒冒■ 冒曹響,冒"■ 甼甼F,甲 一一一 一

●●9曹 曹 曹一● ■■冒 曹匿響 冒,曹 ¶,,響,F甲 一一 一一一 一■一 鹽

鋤溝
落込み遺構

曹 ■■膠■ 冒曹■ 響,,胃 甲一 一,甼 一一■ 一幽■ ・凾鹽 ・曹....・

溝
,,響7,一 一,一 一一 ■■一 凾一 一・・ …..… 一匿..匿 一

落込み遺構
一 冒■冒,響,,響F,,F-一 一 一一一 一・鹽 凾凾・・ 匿.・9一 曹.

土坑
卩7-一 一一一 一一一一 一一 一曽凾 一曹・ ・9..・9曹.曹 一.膠.冒

井戸
一 一一一 一一一 一一一 一一一 一一一 ・・9-・ 曹9..曹 一.曹 響,■,

一一一凾 幽一・ 虚.・99.曹.一 匿.冒 曹¶一 冒冒¶ 膠,,一 一一 一一

流路
一幽曹・ ・曹 曹.9曹 一一.■ 冒 膠,,,響 甲 響卿,F-,一 一一一 一一

●9● ●曽● ●■● ●匿曹層 冒冒,7冒,響,甲P,一,,■ 一一一 一幽

幽●■ 曹■■ 一曹匿 ■冒冒 曹■■ 響,一 一一一 一一一 一一一 一一曽・ 噛9

曹膠曹 ■,層,,,甼 一 一一一 一一一一 一■一 暫….・ 曹.「 曹..

溝
■冒 響曹,一 冒,卿 一一 一一一 一一一■ 一凾■ 齟・ 幽鬯曹 匿・・ 曹・曹 ■

溝
,F-一 一 一一一 一一一 凾一一 ….… 曹.一 曹■ 層一曹7,F一

大溝
● ■●●匿 ●■■ 一●曹 ■冒曹 冒■冒,一 一一一7-一 ■ 一一齟 一・..

",F-F-一 一 一一一 暫凾凾 幽冒 嘗・■9匿.一 曹曹 膠冒■欄,卩,雫

曹 ■■冒一 曹響層 冒膠,,,一,F-一 ■ ■一一 一・幽 ・・9匿 ・匿.曹

一 一一一_一 凾 一・曹 曹.・ 曹曹.■ 曹匿.一 曹,響.,7-一 一一 一一

溝、鋤溝、柱穴
一,■ ■ 曹77,層,一 一一 一一一 一一一 幽幽・ ・.9・ 匿.・ 曹.曹 曹

溝、鋤溝
落込み遺構

一….9匿 ・■.一...曹.冒 ■ 響,,F響 ■,一 一一 一一一 一一

掘立柱建物跡
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1.2002-47区 調 査 区1SD-2、SD-3(南 西 よ り)
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2.2002-49区 調 査 区2SD-2(北 よ り)
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1.2002-17区 調 査 区1遺 構完 掘状 況(北 東 よ り)

2.2002-17区 調 査 区2遺 構完 堀状 況(北 東 よ り)
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1.2002-34区SD-204(北 東 よ り)

2.2002-34区SD-204(北 西 よ り)
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1.2002-34区 建 物A柱 穴(Pit-203・207・209・210)(北 東 よ り)

2.2002-34区 建 物A柱 穴(Pit-213・214・215・218)(北 東 よ り)
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1.2002-41区 第1区 検 出状 況(北 よ り)

2.2002-41区 第1区 断面(南 西 よ り)
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1.2002-41区 第2区 検 出状 況(南 よ り)

2.2002-41区 第2区 断面(南 西 よ り)
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1.2002-41区 第3区 近 世 以 降 の石 群 検 出状 況(南 よ り)

2.2002-41区 第3区 近 世 以 降 の石 群 検 出状 況(北 よ り)
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1.2002-41区 第3区 検 出状 況(北 よ り)

2.2002-41区 第3区 検 出状 況(南 よ り)
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1.2002-41区 第3区 埴 輪 列検 出状 況(南 よ り)

2.2002-41区 第3区 埴 輪 列検 出状 況(南 よ り)



図

版

10

地

蔵

堂

丸

山

古

墳

(2
0
0
2
1
41
区
)

1.2002-41区 第3区 葺 石 検 出 状 況(北 よ り)

2.2002-41区 第3区 断面(南 東 よ り)
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